
○平成２０年度予算（２～５）○平成２０年度予算（２～５）
○後期高齢者医療制度がはじまりました○後期高齢者医療制度がはじまりました（６～７）（６～７）
○国民健康保険税の税率が改定されます○国民健康保険税の税率が改定されます（８～９）（８～９）
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　３月１４日、 滋野保育園で卒園児とのお別れ会３月１４日、　滋野保育園で卒園児とのお別れ会

が行われました。が行われました。全園児が全園児が遊戯室に集まり、小さ遊戯室に集まり、小さ

いお友だちから卒園児一人ひとりに感謝を込めたいお友だちから卒園児一人ひとりに感謝を込めた

手作りペンダントが贈られました。手作りペンダントが贈られました。

いっしょにあそんでくれていっしょにあそんでくれて
ありがとう！ありがとう！
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 ［歳入］

増　　　　減平成19年度平成20年度

率（％）金額（Ａ－Ｂ）予算額（Ｂ）予算額（Ａ）

9.6372,9493,892,1494,265,098市 税

0.00215,000215,000地 方 譲 与 税

△6.3△1,00016,00015,000利 子 割 交 付 金

100.03,0003,0006,000配 当 割 交 付 金

0.005,0005,000株式等譲渡所得割交付金

0.00300,000300,000地 方 消 費 税 交 付 金

0.0011,00011,000ゴルフ場利用税交付金

0.0085,00085,000自動車取得税交付金

△13.5△5,00037,00032,000地 方 特 例 交 付 金

3.2122,0003,760,0003,882,000地 方 交 付 税

△1.8△1005,6005,500交通安全対策特別交付金

△4.5△14,186313,449299,263分 担 金 及 び 負 担 金

△3.6△9,855271,861262,006使 用 料 及 び 手 数 料

12.865,000506,548571,548国 庫 支 出 金

9.555,182580,769635,951県 支 出 金

△23.5△11,47248,81937,347財 産 収 入

0.001010寄 付 金

46.9540,1351,152,3371,692,472繰 入 金

0.0050,08050,080繰 越 金

1.54,547297,878302,425諸 収 入

△10.2△113,2001,105,500992,300市 債

8.01,008,00012,657,00013,665,000　 合　 計　

増　　　　減平成19年度平成20年度

率（％）金額（Ａ－Ｂ）予算額（Ｂ）予算額（Ａ）

△2.1△3,282156,397153,115議 会 費

△0.4△6,8361,634,5651,627,729総 務 費

7.7222,0942,887,4673,109,561民 生 費

△2.9△28,525997,994969,469衛 生 費

△38.1△328,882862,398533,516農 林 水 産 業 費

0.73,542508,252511,794商 工 費

77.01,441,9811,873,6493,315,630土 木 費

△3.3△14,081424,035409,954消 防 費

△21.2△310,0261,461,9401,151,914教 育 費

1.832,0151,816,2061,848,221公 債 費

0.004,0974,097災 害 復 旧 費

0.0030,00030,000予 備 費

8.01,008,00012,657,00013,665,000　 合　 計　

 ［歳出］

（単位：千円）

（単位：千円）
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●農林水産業費

　中山間地域等直接支払制度費  ・・・・1億238万円

　農地・水・環境保全向上対策事業費  ・・・701万円

※道の駅直売施設外廊下アルミ製建具取付工事費

　　　　　　  ・・・・・・・・・・・・・・310万円

※桜井地区農道整備事業用地購入費  ・・・・140万円

※県営御牧原地区事業負担金  ・・・・・・・100万円

●商工費

　温泉施設指定管理経費委託料  ・・・・・7,300万円

　市民夏祭り実行委員会補助金  ・・・・・・480万円

※芸術むら公園管理棟トイレ増築、

　　　　　　　　公園内舗装工事費  ・・・・200万円

※観光協会50周年記念事業補助金  ・・・・100万円

※湯の丸・高峰レクリエーションの森協議会負担金

　　　　　　　  ・・・・・・・・・・・・・90万円

●土木費

※下水道事業特別会計繰出金  ・・・・23億4,907万円

　田中駅南口整備事業  ・・・・・・・4億4,389万円

※浦久保・山崎線舗装修繕工事費等  ・・・6,100万円

※滋野２０８号線道路改良補償費  ・・・・・3,800万円

　市道北部西原線道路改良工事費  ・・・・3,190万円

　花と緑のまちづくり事業費  ・・・・・・1,465万円

※深井住宅団地道路改良工事費  ・・・・・1,400万円

※石原線道路改良工事費  ・・・・・・・・・850万円

●消防費

　上田地域広域連合負担金(常備消防分) ・ 2億9,737万円

　小型動力ポンプ・積載車購入費  ・・・・1,440万円

※全国瞬時警報システム整備工事費  ・・・・90万円

●教育費

※田中小学校普通教室棟耐震補強工事費  ・9,159万円

※赤岩公民館施設整備補助金  ・・・・・・2,550万円

※祢津小学校耐震補強工事設計委託料  ・・ 776万円

※和記念館修繕工事費  ・・・・・・・・・ 710万円

※中学校英語助手派遣委託料  ・・・・・・ 360万円

※東部中学校パソコン教室サーバー等購入費  250万円

合併特例債の活用事業 （単位：千円）

うち、合併特
例債充当額

総事業費事　　　業　　　名

14,25015,000合 併 振 興 基 金

3,6103,800市道滋野２０８号線道路改良事業

3,0003,190市 道 北 部 西 原 線 道 路 改 良 事 業

2,6606,100市道浦久保・山崎線道路改良事業

34,46044,389田 中 駅 南 口 整 備 事 業

140150県 道 東 部 望 月 線 改 良 事 業

6801,440小 型 ポ ン プ 積 載 車 等 整 備 事 業

5,1809,935小 学 校 施 設 耐 震 化 事 業

63,98084,004　 合 計　

増　　　減平成19年度
予算額（Ｂ）

平成20年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

△2.0△14,254698,038683,784収益的支出

水道事業
会 計

20.688,267428,191516,458資本的支出

6.674,0131,126,2291,200,242計

－   皆増－ 　  1,343,956収益的支出

下水道事
業 会 計

－   皆増－ 　  2,036,682資本的支出

－   皆増－ 　  3,380,638計

△0.8△13,1411,553,4211,540,280収益的支出

病院事業
会 計

441.841,6509,42751,077資本的支出

1.828,5091,562,8481,591,357計

58.51,316,5612,251,4593,568,020収益的支出

公営企業
会計合計

495.12,166,599437,6182,604,217資本的支出

129.53,483,1602,689,0776,172,237計

公営企業会計 （単位：千円）

▲沿道の花々は私たちの目を楽しませてくれています

▲参加者の熱気とともに盛り上がる市民まつり

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805
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●議会費

　議員報酬、手当等（22名分）  ・・・・1億1,267万円

　政務調査費  ・・・・・・・・・・・・・・252万円

　議会だより発行  ・・・・・・・・・・・・200万円

●総務費

※市議会議員選挙費  ・・・・・・・・1億9,472万円

※市長選挙・市議会議員補欠選挙費  ・1億7,229万円

※ホームターミナル加入者還付金  ・・・・1,238万円

※地域のやる気支援事業  ・・・・・・・・・536万円

※血圧計・AED（自動体外式除細動器）購入   392万円

※第１次東御市総合計画後期策定業務委託料  250万円

※和財産区議会議員選挙費  ・・・・・・・・51万円

※区統合問題を考える研究会補助金  ・・・・10万円

●民生費

　介護保険特別会計繰出金  ・・・・・・3億459万円

　保育所運営事業費（市立）  ・・・・・2億7,715万円

　児童手当費  ・・・・・・・・・・・2億4,630万円

　長野県後期高齢者医療広域連合負担金 ・ 2億2,487万円

　国民健康保険特別会計繰出金  ・・・1億9,770万円

　生活保護費  ・・・・・・・・・・・1億3,440万円

※後期高齢者医療特別会計繰出金  ・・・・5,472万円

　老人保健特別会計繰出金  ・・・・・・・3,087万円

※地域介護・福祉空間整備事業費  ・・・・1,500万円

※田中保育園プレハブ園舎改築・増築工事費  980万円

※宅幼老所施設整備事業補助金  ・・・・・・606万円

※祢津児童クラブ室改修工事費  ・・・・・・550万円

●衛生費

　上田地域広域連合負担金 （ごみ処理）  1億3,025万円

　市民病院事業会計繰出金  ・・・・・1億2,774万円

　ごみ分別収集費  ・・・・・・・・・1億1,611万円

※最終処分場ガス抜管延長工事費  ・・・・・100万円

※｢健康づくり宣言の市｣看板設置工事費  ・・80万円

※印は
新規事業

増　　　減平成19年度
予算額（Ｂ）

平成20年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

8.01,008,00012,657,00013,665,000一 般 会 計

7.9229,0002,883,0003,112,000国民健康保険特別会計

△85.5△2,191,1002,562,800371,700老 人 保健特別会計

－皆増－265,600後期高齢者医療特別会計

7.5154,7002,058,7002,213,400介 護 保険特別会計

△2.7△30211,34211,040地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

28.094,200337,000431,200工業地域開発事業特別会計

－皆減1,279,700廃止公共下水道事業特別会計

－皆減144,800廃止特定環境保全公共下水道
事 業 特 別 会 計

－皆減423,000廃止農業集落排水事業特別会計

△34.0△3,295,4029,700,3426,404,940特 別 会 計 合 計

△10.2△2,287,40222,357,34220,069,940　 総　 額　

一般会計及び特別会計 （単位：千円）

　平成１６年度から平成２０年度までの当初予算の推移は上表の
とおりです。合併初年度の１６年度予算と２０年度予算を比較し
ますと、一般会計では７.７％の縮少となっておりますが、国民
健康保健と介護保険の特別会計では微増の傾向にあります。
老人保健特別会計は、２０年度からの後期高齢者医療制度への
移行に伴い大幅な減額となり、後期高齢者医療特別会計が新
たに設けられました。

AED （自動体外式除細

▲

動器） を使用した応急  
手当講習会　　

▲園児たちの元気な声が響く田中保育園
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　この４月から75歳以上の方（65歳から74歳で一定の障害のある方を含みます。）を対象にした「後期高齢者医

療制度」がはじまりました。新しく後期高齢者医療被保険者証（オレンジ色）が郵送された方は、「後期高齢者

医療保険料」を納めていただくことになります。

　世帯構成や平成20年３月31日までに加入していた保険によって、保険料の納め方はさまざまで、今までと納め

方が変わる場合もありますので、ご注意ください。

●後期高齢者保険料の納め方
　次の２つの方法のいずれかで納めていただくこととなります。

 １．特別徴収（年金から天引き） 

　■対象となる方は、次のすべてにあてはまる方になります。

　　①年額18万円以上の特別徴収の対象となる年金（１つの年金で年額１８万円以上）を受給している方

　　②介護保険料が年金から天引きされている方

　　③後期高齢者医療保険料と介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超えない方

 ２．普通徴収（納付書による金融機関窓口での現金納付または口座振替で納付） 

　■対象となる方は、特別徴収以外の方になります。

●どんな通知が届くの？

★ご注意ください★
◆次の方は納め方の例に当てはまらない場合があります。

（１）平成１９年１０月２日以降に７５歳になられた方及び老人保健の障害認定を受けられた方

（２）平成１９年１０月以降に東御市へ転入された方

（３）平成１９年１０月以降に社会保険等から東御市国民健康保険や国保組合へ保険証が変わった方

　　⇒特別徴収の対象となる方であっても半年間程度は特別徴収（年金からの天引き）はされません。早くて１０

月の年金から保険料の天引きがはじまります。年金からの天引きがはじまるまでは、普通徴収となります。

◆次の方は４月から保険料が特別徴収される可能性がありますが、多く徴収された保険料は後日お返しいたしま

　すのでご了承ください。

（１）平成２０年１月以降に転出、死亡等された方

（２）平成２０年１月以降に東御市国民健康保険や国保組合から社会保険等の被扶養者に保険証が変わった方

（３）６５歳から７４歳の一定の障害があり老人保健に認定されていた方で後期高齢者医療制度へ移行しないことを

選択された方（老人保健に認定された方で、認定をとりやめた方）

　後期高齢者医療保険料の納め方は一人一人さまざまですので、市から送付される通知をご覧いただき、保険料

の納付をお願いいたします。

後期高齢者医療制度がはじまりました後期高齢者医療制度がはじまりました
保険料の納め忘れにご注意ください保険料の納め忘れにご注意ください

普　　通　　徴　　収特　　別　　徴　　収平成20年３月３１日時点の加入健康保険

7月に納入通知書と納付書が届きます。
7月～3月までの9期で納めます。

4月に特別徴収の開始通知が届きます。
4月支給の年金から天引きがはじまります。

東御市国保または、
国保組合（建設国保、医師国保等）

10月に納入通知書と納付書が届く予定です。
10月～3月までの6期で納める予定です。

10月ごろ特別徴収の開始通知が届く予定です。
10月支給の年金から天引きがはじまる予定です。

社会保険等の被扶養者

7月に納入通知書と納付書が届く予定です。
7月～3月までの9期で納める予定です。

10月ごろ特別徴収の開始通知が届く予定です。
10月支給の年金から天引きがはじまる予定です。
（今年度に限り、７月～９月は普通徴収で納め
　ていただく予定です。）

社会保険等の被保険者

※それぞれの皆さんが加入していた健康保険から提供される情報をもとに、平成20年3月31日時点の加入資格の確認をします。こ

　の確認が遅れるようなことがあった場合には、この表のとおりにならないことがあります。

※保険料額等についての詳しい内容は、特別徴収の開始通知または納入通知書をご覧ください。
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（２００８年４月）

　●問い合わせ先　市民課国保年金係　�62－1111（内線1231）
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国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税
のののののののののの
税税税税税税税税税税
率率率率率率率率率率
がががががががががが
改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
まままままままままま
すすすすすすすすすす

 
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

今
回
の
改
定
の
理
由
は
、
主
に
次
の
２
点
で
す
。

�　

国
保
税
の
賦
課
区
分
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が

加
わ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
主
に　

歳
以
上
の
方
が
対
象

２０

７５

の
独
立
し
た
健
康
保
険
制
度
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
に
関
し
、
主
に　

歳
未
満

７５

の
全
て
の
人
が
、
そ
の
加
入
す
る
健
康
保
険
の
運
営
者

を
通
じ
て
一
定
の
額
（
国
保
に
お
け
る
平
成　

年
度
１

２０

人
当
た
り
実
負
担
額
（
概
算
）
約
2
万
1
0
0
0
円
）

を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
を
支
え
る
仕

組
み
（
図
１
参
照
）
が
後
期
高
齢
者
支
援
金
制
度
で
す
。

従
来
の
老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て
も
同
様
の
仕
組
み
が

あ
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
賦
課
区
分
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、　

歳
未
満
の
方
が
後
期
高
齢
者
の
医
療
を
ど
れ

７５

だ
け
支
え
て
い
る
の
か
が
よ
り
明
確
に
な
り
ま
す
。

（
図
２
参
照
）

�　

加
入
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
医
療
費
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

医
療
の
高
度
化
、
高
齢
化
の
進
行
と
生
産
世
代
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
年
々
、
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
東
御
市
の
国
保
税
（
医
療
分
）
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
の
旧
町
村
間
の
不
均
衡
解
消
を
優
先
的
に
行
う

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
抜
本
的
な
改
定
が
こ
れ
ま

で
見
送
ら
れ
て
き
た
た
め
、
年
々
、
保
険
給
付
に
占
め

る
国
保
税
の
割
合
が
減
少
し
（
図
３
参
照
）、
収
支
の
不

均
衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
に

よ
る
国
保
へ
の
資
格
切
り
替
え
等
に
よ
る
更
な
る
加
入

者
の
高
齢
化
も
予
想
さ
れ
る
中
で
、
今
回
の
改
定
に
よ

り
、
こ
の
収
支
の
不
均
衡
を
あ
る
程
度
の
水
準
ま
で
是

正
し
つ
つ
、
基
金
（
国
保
会
計
に
お
け
る
貯
金
）
の
活

 
1  
改
定
の
理
由

用
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
急

激
な
負
担
増
加
を
あ
る
程
度
は
抑
え
る
こ
と
と
し
て
、

必
要
な
税
率
の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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とうみ

（２００８年４月）

 
2  
平
成　

年
度
の
税
率

２０

　

１
人
当
た
り
の
国
保
税
額
は
、
平
均
で　

・
8
％
の

１７

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

 
3  
税
率
改
定
ま
で
の
経
過

　

市
国
保
税
の
税
率
改
定
に
あ
た
っ
て
は
市
長
か
ら
の

諮
問
を
受
け
て
、
東
御
市
国
民
健
康
保
険
条
例
に
基
づ

く
東
御
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
被
保
険
者
代

表
３
名
、
保
険
医
代
表
３
名
、
公
益
代
表
３
名
及
び
被

用
者
保
険
代
表
１
名
に
て
構
成
）
に
お
い
て
、
こ
の
内

容
の
是
非
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
１
月
の
会
議
に
お
い
て
、
医

２０

療
制
度
改
革
の
影
響
や
医
療
費
の
増
加
と
高
齢
化
が
進

展
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
今
回
の
税
率
の
改
定
は
や

む
を
得
な
い
と
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成　

年
市
議
会
３
月
定
例
会
に
、

２０

東
御
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
と
し
て
国
保
税
の
税
率
改
定
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

市
議
会
に
よ
る
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
税
率
の
改
定
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
保
税
を
低
く
押
さ
え
、
市
国
保
を
安
定
的

に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
医
療
費
や
介
護
保
険
給
付
費

を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

加
入
者
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
皆

さ
ん
で
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

�
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

ア　

治
療
よ
り
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

イ　

栄
養
・
運
動
・
休
養
の
健
康
３
原
則
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

ウ　

特
定
健
診
等
を
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

エ　

医
療
費
や
介
護
費
用
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
保
持

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
特
に
次
の
こ
と
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 
4  
健
康
づ
く
り
を
通
じ
た

 　
  
医
療
費
等
の
抑
制
に
つ
い
て

ア　

お
医
者
さ
ん
に
要
領
よ
く
症
状
を
説
明
し
ま
し
ょ

う
。

イ　

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

ウ　

同
じ
病
気
で
複
数
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

エ　

お
医
者
さ
ん
の
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

オ　

症
状
の
軽
い
う
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

カ　

時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ

う
。

キ　

薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

東
御
市
役
所　

�　

－

１
１
１
１

６２

　

○
税
率
改
定
に
関
す
る
こ
と

　
　

税
務
課
住
民
税
係　

内
線
１
１
６
１

　

○
医
療
制
度
等
に
関
す
る
こ
と

　
　

市
民
課
国
保
年
金
係　

内
線
１
２
３
１

※１人当たり医療費の伸びに比べて、月１人当たり国保税が増えていません。
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平
成　

年
度
か
ら
、
国
内
の
主

１９

要
農
産
物
（
本
州
で
は
米
・
麦
・

大
豆
）
を
生
産
す
る
担
い
手
農
家

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
の
対
策

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全

て
の
産
業
に
わ
た
る
国
際
的
な
貿

易
ル
ー
ル
を
決
め
る
中
で
、
農
業

に
お
い
て
は
重
要
品
目
の
国
内
生

産
を
維
持
し
、
食
糧
自
給
率
を
高

め
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
生
産
す

る
担
い
手
農
家
の
所
得
を
一
定
程

度
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
対
策
に

２０

加
入
で
き
る
農
家
の
要
件
を
見
直

し
、
名
称
も
「
水
田
経
営
所
得
安

定
対
策
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

◆
助
成
金
は
２
種
類
。
収
入
の
補

て
ん
と
、
海
外
と
の
生
産
条
件

の
格
差
を
穴
埋
め
し
ま
す
。

①
収
入
減
少
補
て
ん

　

米
、
麦
、
大
豆
に
係
る
そ
の
年

の
収
入
が
、
基
準
収
入
額
と
比
べ

て
減
収
と
な
っ
た
場
合
に
、
減
収

分
の
９
割
ま
で
を
、
農
家
が
１
、

国
が
３
の
割
合
で
拠
出
し
、
交
付

金
と
し
て
補
て
ん
し
ま
す
。（
左

が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
）

　

米
の
み
で
簡
単
に
例
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
の
年
の
米
価
が
基
準

価
格
よ
り
１
０
０
０
円
安
く
な
っ

た
と
す
る
と
、
そ
の
９
割
＝
９
０

０
円
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。（
農

家
の
拠
出
が
２
２
５
円
、
国
が
６

７
５
円
を
負
担
し
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。）

○
ポ
イ
ン
ト
１

　

拠
出
金
は
農
家
ご
と
に
管
理
さ

れ
ま
す
。
減
収
に
な
ら
ず
交
付
金

の
交
付
が
無
か
っ
た
年
の
拠
出
金

は
、
繰
越
し
て
翌
年
の
拠
出
金
と

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
最
終
的

に
余
っ
た
拠
出
金
は
、
農
家
へ
返

金
さ
れ
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
２

　

収
入
が
減
少
し
た
か
ど
う
か
は
、

そ
の
年
の
米
、
麦
、
大
豆
の
県
平

均
価
格
を
元
に
判
断
し
ま
す
。
た

と
え
農
家
個
人
が
独
自
販
売
な
ど

で
価
格
を
維
持
し
て
い
て
も
、
県

平
均
で
見
て
「
減
収
」
に
な
っ
た

場
合
は
、
交
付
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
３

　

こ
の
交
付
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
米
の
生
産
調
整
を
実
施
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
産
調

整
は
、
米
の
生
産
過
剰
に
よ
る
米

価
下
落
を
防
ぐ
も
の
で
す
の
で
、

実
施
し
な
い
農
家
は
、
米
価
の
下

落
（
収
入
の
減
少
）
を
防
ぐ
手
立

て
を
し
て
い
な
い
も
の
と
見
な
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
麦
・
大
豆
直
接
支
払
い

　

国
産
の
麦
と
大
豆
は
、
生
産
費

が
販
売
価
格
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
生
産
し
て
い
た

麦
、
大
豆
に
つ
い
て
は
再
生
産
が

維
持
で
き
る
よ
う
に
、
生
産
費
と

販
売
価
格
の
差
を
埋
め
る
た
め
の

助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
の
生
産
量
と
品
質
に
応
じ
た

助
成
も
あ
り
ま
す
。

（
注
）
こ
の
対
策
は
、
平
成　

年
１８

度
ま
で
の
麦
及
び
大
豆
の
交
付
金

を
受
け
て
い
た
も
の
（
過
去
の
作

付
け
実
績
）
を
対
象
と
す
る
も
の

で
す
。

　

経
営
規
模
の
拡
大
や
生
産
調
整

な
ど
で
新
た
に
麦
、
大
豆
を
作
付

け
す
る
場
合
は
、
別
の
対
策
が
あ

り
ま
す
。

◆
対
象
は「
担
い
手
」。
加
入
要
件

等
が
緩
和
さ
れ
、
参
加
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
対
策
に
加
入
で
き
る
農
家

は
「
認
定
農
業
者
」
の
ほ
か
、
共

同
で
販
売
、
経
理
を
行
う
「
集
落

営
農
組
織
」
で
す
。

①
認
定
農
業
者

　

経
営
規
模
（
田
＋
畑
）
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
基
本

要
件
で
す
が
、
今
回
の
見
直
し
で

「
市
町
村
特
認
」
制
度
が
新
た
に

設
け
ら
れ
、
市
長
が
、
こ
の
対
策

に
加
入
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
る
認
定
農
業
者
は
、
経
営

規
模
に
関
係
な
く
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
「
担
い
手
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
認
定
農
業
者
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
東
御
市
の
水
田
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
水
田
を
経
営
す
る
認
定
農

業
者
は
全
て
「
担
い
手
」
に
位
置

づ
け
て
い
る
の
で
、
認
定
農
業
者

で
あ
れ
ば
対
策
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト

　

対
策
に
加
入
申
請
す
る
時
点
で

認
定
農
業
者
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
対
策
に
加
入
し
た
い
け
ど
、

ま
だ
認
定
農
業
者
に
な
っ
て
い
な

い
方
は
、
大
至
急
農
政
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

②
集
落
営
農
組
織

　

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
策
へ
の
加
入
申
請
は
お
早
め

に
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
申
請
手
続
き

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

【
加
入
申
請
受
付
け
期
間
】

　

４
月
１
日
か
ら
６
月
末
日
ま
で

【
申
請
書
提
出
先
】

　

長
野
農
政
事
務
所

【
市
町
村
特
認
を
受
け
る
場
合
は
、

５
月
末
日
ま
で
に
、
市
（
農
政
課
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。】

　世界貿易機関（WTO、日本を含む151カ国が

加盟）は、①自由で、②差別のない、③多角的

通商体制を基本原則に、全ての産業、産品に係

る貿易のルールづくりを行っています。

　高関税や物品への直接補助など、過度な「保

護政策」はルール違反になりますが、完全な自

由貿易では、国民生活や経済に大きな影響が出

ることも予測されるため、ルールの範囲内で国

内産業を強化することも求められています。

（２００８年４月）
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水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
は
、

い
わ
ゆ
る
「
担
い
手
」
を
支
援
の

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

認
定
農
業
者
以
外
の
中
小
規
模
農

家
や
兼
業
農
家
が
、
所
得
安
定
対

策
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
は
？

　

対
策
に
お
け
る
「
担
い
手
」
に

は
、
集
落
営
農
組
織
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
の
「
担
い

手
」
と
は
、「
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
を
志
す
意
欲
と
能
力

の
あ
る
農
業
者
」
の
こ
と
を
指
し

ま
す
が
、
集
落
営
農
と
は
、
文
字

通
り
集
落
を
基
本
単
位
と
し
て
、

地
域
の
農
業
者
が
共
同
で
「
効
率

的
か
つ
安
定
的
」
な
営
農
活
動
を

行
う
こ
と
で
す
。

　

集
落
営
農
の
利
点
は
、
全
体
的

な
経
費
の
削
減
と
労
働
時
間
の
短

縮
を
図
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
機
械
の
共
同
化

に
よ
る
個
人
の
設
備
投
資
負
担
の

減
少
。
②
資
材
の
一
括
購
入
等
に

よ
る
経
費
の
節
減
。
③
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
へ
の
主
要
作
業
集
約
に
よ
る

労
働
の
効
率
化
。
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

図
１
は
、
１
戸
当
た
り
の
経
営

規
模
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
（
水

稲
の
作
付
け
０
・
５
〜
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
に
お
け
る
、
個
人
経
営
と

集
落
営
農
組
織
の
所
得
等
を
比
べ

た
も
の
で
す
。
統
計
上
の
数
字
を

並
べ
た
も
の
な
の
で
単
純
に
ど
ち

ら
が
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

一
般
的
に
は
、
あ
る
程
度
の
農
地

を
集
約
し
て
計
画
的
な
作
付
け
と

効
率
的
な
作
業
を
行
う
方
が
、
経

営
上
は
効
率
が
良
い
よ
う
で
す
。

◆
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
対

象
と
な
る
「
集
落
営
農
」

　

こ
の
対
策
に
お
い
て
、「
担
い

手
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
集
落
営

農
に
は
、
次
の
５
つ
の
要
件
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
組
織
と
し
て
の
規
約
、
意
思
決

定
の
方
法
、
農
地
や
共
同
機
械
の

管
理
等
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る

こ
と
。

②
組
織
名
義
で
出
荷
、
販
売
を
行

い
、
必
要
経
費
も
組
織
で
支
払
い

を
行
う
こ
と
。

③
集
落
の
農
地
の
３
分
の
２
以
上

を
集
約
す
る
目
標
が
あ
る
こ
と
。

④
主
に
農
業
に
従
事
す
る
者
（
候

補

者

で

も

可
）
の
農
業

所
得
目
標
を

定
め
て
い
る

こ
と
。

⑤
近
い
将
来

（
５
年
後
程

度

を

目

標

に
）、
農

業

生
産
法
人
に

な
る
計
画
が

あ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を

満
た
し
て
い

れ
ば
、
対
策

に
加
入
で
き

る
対
象
と
な

り
ま
す
。
な

お
、
経
営
規
模
に
関
し
て
は　

ヘ
２０

ク
タ
ー
ル
以
上
が
基
本
要
件
で
す

が
、
認
定
農
業
者
と
同
様
に
、
地

域
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
担
い
手
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
組
織
は
、

市
町
村
特
認
に
よ
り
加
入
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

◆
地
域
の
水
田
経
営
の
あ
り
方
を
、

み
ん
な
で
考
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
条
件
が
整
え
ば
、

共
同
で
経
営
す
る
水
田
に
つ
い
て

は
収
入
減
少
の
補
て
ん
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

個
別
経
営
か
共
同
経
営
か
の
選

択
は
、
集
落
の
特
性
と
個
々
人
の

判
断
に
任
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
に
米
価
が
不

安
定
な
情
勢
に
お
い
て
、
経
営
安

定
対
策
を
受
け
ら
れ
る
の
は
「
担

い
手
」
が
経
営
す
る
水
田
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会

に
、
地
域
の
農
業
が
い
つ
ま
で
も

安
定
し
て
継
続
で
き
る
仕
組
み
を
、

集
落
の
中
で
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

集
落
営
農
組
織
の
運
営
に
必
要

な
共
同
利
用
機
械
・
施
設
等
の
整

備
及
び
そ
れ
に
伴
う
既
存
機
械
の

整
理
処
分
に
対
す
る
助
成
（
補
助

率
２
分
の
１
以
内
）
や
、
組
織
の

法
人
化
を
支
援
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。
活
用
し
た
い
場
合
は
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

農
政
課
農
政
係

　
　

�　

－

５
８
９
４

６４



（２００８年４月） 12



  
新
規
採
用
・
派
遣
及
び
交
流
職
員
、退
職
職
員

　

今
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は　

名
１７

で
す
。 

●
新
規
採
用
職
員 

▽
山
浦
翔
（
税
務
課
）
▽
西
沢
啓
太

（
消
防
防
災
課
）
▽
山
崎
稔
（
消
防

防
災
課
）
▽
須
藤
輝
（
消
防
防
災
課
）

▽
佐
藤
裕
太
（
消
防
防
災
課
）
▽
関

史
子
（
市
民
課
）
▽
小
宮
山
佳
代
子

（
子
育
て
支
援
課
）
▽
林
裕
子
（
子

育
て
支
援
課
）
▽
土
屋
那
々
子
（
福

祉
課
）
▽
吉
村
香
織
（
健
康
保
健
課
）

▽
相
馬
和
歌
子
（
健
康
保
健
課
）
▽

稲
葉
久
美
子
（
健
康
保
健
課
）
▽

�
澤
亜
紀
（
健
康
保
健
課
）
▽
河
口

晋
也
（
建
設
課
）
▽
滝
沢
秀
幸
（
業

務
課
）
▽
堀
川
千
尋
（
教
育
課
）
▽

若
林
美
希
（
議
会
事
務
局
）

●
派
遣
及
び
交
流
研
修
職
員

▽
荻
原
繁
幸
（
川
西
保
健
衛
生
施
設

組
合
へ
２
年
間
）
▽
林
昌
男
（
上
田

地
域
広
域
連
合
へ
３
年
間
）
▽
柳
橋 

智（
上
田
地
域
広
域
連
合
へ
３
年
間
）

▽
清
水
誠
（
上
田
地
域
広
域
連
合
へ

１
年
間
）
▽
櫻
井
俊
也
（
上
田
地
域

広
域
連
合
へ
１
年
間
）
▽
掛
川
一
郎

（
長
野
県
へ
１
年
間
）
▽
土
屋
岳
史

（
小
諸
市
へ
２
年
間
）
▽
今
井
裕
美

子
（
青
木
村
へ
１
年
間
）
▽
常
盤
井

智
（
長
野
県
か
ら
１
年
間
）
▽
山
本

由
香
（
青
木
村
か
ら
１
年
間
）

（
継
続
）

▽
神
津
司（
上
田
地
域
広
域
連
合
へ
）

▽
楢
原
美
智
彦
（
上
田
地
域
広
域
連

合
へ
）
▽
高
橋
学
（
商
工
観
光
課
・

小
諸
市
か
ら
）

●
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

退
職
者
は　

名
で
す
。（
カ
ッ
コ

２２

　

内
は
退
職
時
の
職
名
）

▽
竹
内
茂
一
（
総
務
部
長
）
▽
荻
原

輝
久
（
総
合
支
所
長
）
▽
田
中
透

（
産
業
建
設
部
長
）
▽
櫻
井
勉
（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
）
▽
依

田
政
一
（
総
務
部
参
事
）
▽
大
村
興

敬
（
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
）
▽

堀
口
雅
人
（
民
生
福
祉
部
参
事
市
民

課
長
）
▽
六
川
晴
男
（
支
所
市
民
課

長
）
▽
山
浦
千
明
（
農
政
課
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
事
務
局
長
）
▽
高

橋
実
（
教
育
課
長
兼
人
権
同
和
政
策

課
長
）
▽
笠
原
一
良
（
消
防
防
災
課

課
長
補
佐
）
▽
荒
井
正
雄
（
消
防
防

災
課
課
長
補
佐
）
▽
寺
島
明
子
（
子

育
て
支
援
課
課
長
補
佐
）
▽
三
溝
省

吾
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）
▽
小

林
榮
一
（
健
康
保
健
課
主
幹
）
▽
吉

沢
ふ
じ
子
（
支
所
市
民
課
副
主
幹
）

▽
小
山
田
和
子
（
税
務
課
主
査
）
▽

花
岡
高
徳
（
消
防
防
災
課
主
査
）
▽

伊
藤
保
（
教
育
課
主
査
）
▽
黒
川
康

介
（
福
祉
課
主
事
）
▽
松
田
由
貴
江

（
健
康
保
健
課
保
健
師
）
▽
宮
島
礼

子
（
市
民
病
院
看
護
師
）

（２００８年４月）13
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監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局
とととととととととととととととととととととととととととととととと

監
査
委
員
事
務
局
と

 　
   
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

収
納
対
策
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
にににににににににににににににににににににににににににににににに

ン
タ
ー
に

専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををををををををををををををををををを
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

　
　
　
　
　
　

専
任
職
員
を
配
置

　

市
で
は
、
行
政
改
革
大
綱
、
行

政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ

ラ
ン
）、
定
員
適
正
化
計
画
に
基

づ
き
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
組
織
に
つ
い
て
は
、
効

率
的
な
事
務
事
業
を
行
う
た
め
の

見
直
し
を
行
い
、
４
月
１
日
か
ら

組
織
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
し
た
。

●
会
計
管
理
者
の
設
置

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
収

入
役
の
廃
止
に
伴
い
会
計
管
理
者

を
設
置
し
、
総
務
部
長
が
兼
務
し

ま
す
。

●
監
査
機
能
を
高
め
る

　

行
政
執
行
等
の
監
査
機
能
を
高

め
る
た
め
、
監
査
委
員
事
務
局
に

専
任
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

●
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

市
税
及
び
税
外
収
入
の
一
元
的
、

効
率
的
な
収
納
体
制
等
に
よ
り
滞

納
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
収

納
対
策
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
専
任

職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

●
上
下
水
道
局
の
新
設

　

下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業

法
の
規
定
を
全
部
適
用
し
、
事
業

の
効
率
的
か
つ
合
理
的
な
経
営
を

図
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
の
事
務
を
処
理
す
る

た
め
、
上
下
水
道
局
を
設
け
、
経

理
及
び
料
金
を
担
当
す
る
業
務
課

と
施
設
維
持
管
理
等
を
担
当
す
る

工
務
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
健
康
増
進
係
が
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

内
に
移
転

　

健
康
増
進
係
の
事
務
所
が
ケ
ア

ポ
ー
ト
み
ま
き
内
か
ら
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
、
保
健
係

と
の
健
康
保
健
の
一
体
化
を
図
り

ま
す
。（
�
直
通　

－

８
８
８
３
）

６４

●
農
政
係
と
農
業
振
興
係
を
統
合

　

農
政
事
業
を
効
率
的
に
行
う
た

め
、
農
政
係
と
農
業
振
興
係
を
統

合
し
農
政
係
と
し
ま
し
た
。

大日向収入役が退任
　大日向洋一収入役が３月

３１日付けで退任されました。

平成１３年に旧東部町収入役

に就任。平成１６年５月から

は東御市収入役として出納

事務や新市の一体感の醸成

に尽力されました。

平
成　

年
市
議
会
第
一
回
定
例
会

２０

　

２
月　

日
、
平
成　

年
市
議
会

２６

２０

第
一
回
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
は
、
今
年
度
完
成

予
定
の
田
中
駅
南
口
整
備
事
業
４

億
４
３
８
９
万
円
、
長
野
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
２

億
２
４
８
７
万
円
な
ど
を
計
上
し

た
平
成　

年
度
当
初
予
算
案
の
ほ

２０

か
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
案
、

１９

新
た
に
制
定
す
る
条
例
案
、
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
な
ど
計　

議
４５

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
７
日
に
は
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、　

名
の
議
員
が
市

１２

政
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　

日
及
び　

日
の
本
会
議
で
議

１１

２１

案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の

議
案
が
可
決
、
承
認
さ
れ
、
今
定

例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
５
月
発
行
の
議
会

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

２
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
平

２４

成　

年
度
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど

１９
い
を
開
催
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
分
科
会
な
ど
に
約
２

０
０
名
の
市
民
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。　
　

　

開
会
式
で
は
実
行
委
員
長
の
小

林
重
子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
に
関
す

る
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
ら
い
て
う
の
家
」
館
長
の
米

田
佐
代
子
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
ま
た
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
樋
口
ま
る
み
さ
ん
、
原
田
京
子

さ
ん
、
吉
田
周
平
さ
ん
、
関
宏
爾

さ
ん
、
宮
嶋
千
春
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
５
つ
の
分
科

会
で
は
パ
ネ
リ
ス
ト
が
助
言
者
と

な
り
、
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

自立から共生へ男女共同参画のつどい開催

 
男
女
共
同
参
画
社
会

 
推
進
に
関
す
る

 
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

 　

入
賞
作
品
の
紹
介

（
敬
称
略
）

大
賞

家
事
を
す
る

　

息
子
に
父
は
教
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　

土
屋　

昌
子

妻
寝
込
み

　

骨
身
に
し
み
る
家
事
労
働

　
　
　
　
　
　

浅
倉　

邦
彦

思
い
合
う

男
女
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

舩
田
貴
久
夫

認
め
合
い
賞

　

認
め
合
い　

共
に
輝
け　

キ
ラ
キ
ラ
と　
　
　

飯
島　

美
鈴

ご
苦
労
さ
ん
で
賞

　

妻
会
議　

メ
シ　

お
茶　

フ
ロ
と　
 
手
馴 
れ
た
ボ
ク

ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

三
郎

お
元
気
で
賞

　

老
い
の
坂　

支
え
合
っ
て
の　

家
事
分
担　
　

中
澤
実
枝
子

優秀賞
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４月１日から住民基本台帳カードが
無料で作成できます！

無料の期間は平成２０年４月１日の申請から平成２３年３月３１日までです

　今までは、交付の際手数料として500円をいただいていましたが、交付を促進するた

め、期間限定ではありますが、交付手数料を無料とさせていただきます。

※すでにお作りになった皆様には返金等はできません。

　
　本人が、東御市役所・北御牧総合支所にお越しいただき申請し

ていただきます。

　

　申請から交付まで１週間程度かかります。受け取りは、東御市

役所のみとなります。

　

・免許証・健康保険証・パスポート等本人を確認するための書類

（有効期間内のもの）

・印鑑

・顔写真付のタイプを申請される方は、パスポートサイズの写真

１枚（タテ45㍉ ×ヨコ35㍉　無帽・正面向き・6か月以内の撮影で人物 

    を指定できるもの）が必要です。

タイプB

タイプA（写真なし）

(市役所で撮影は出来ませんので、ご用意をお願いします。)

５月１日から戸籍、住民票等の請求時に
本人確認（身分証明書の提示）が必要になります

　住民基本台帳カードとは、高度なセキュリティーを備えたＩＣチップ内蔵の

カードで、電子申請を行う際に使用することができます。また写真付Ｂタイプ
� ������������

は、住所・生年月日・性別も入りますので、公的な身分証明として使え、５月
� �� � ��� � ������� � ����������������

から始まる戸籍・住民票の申請時の本人確認書類としても使えます。

　５月１日から戸籍法、住民基本台帳法が一部改正になり、請求時に窓口に来

た方の本人確認が必要になります。

　本人確認ができない、また委任状がない場合には、交付請求をお断りするこ

とがありますので、ご来庁の際には下記の「本人確認書類」を必ずご持参いた

だくようお願いします。

本人確認書類（期限の切れていないもの）

１．運転免許証、パスポート、外国人登録証明書、住民基本台帳カード（顔写真付き）

等の国・地方公共団体発行の顔写真つきの証明書。

２．１がない場合には、健康保険証、介護保険証、年金手帳、住民基本台帳カード（顔

写真なし）等の書類が２種類以上必要になります。

●問い合わせ先　市民課市民係　�６２－１１１１（内線１２１１）　支所市民課支所市民係　�６７－３３１１

　個人情報保護や不正取得防止のための法改正ですので、皆様のご協力をお願いいたします。

注　有効期限は１０年です。

 （写真付、公的な身分証明書とし
て使えます。）
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しょうゆ ……………………大さじ１
中力粉 ………………………５０グラム
上新粉 ………………………５０グラム
卵 …………………………………１個
すりごま ……………………大さじ１
水 ……………………………… １００㏄
ごま油 ………………………大さじ１
�作り方
①わけぎは３センチに切る。
②豚肉は１センチに切り、しょうゆ
でもみ込んでおく。

③ボールに材料を全部入れてよく混

ぜ合わせ、生地をつくる。
④熱したフライパンにごま油を敷いて、
生地を素早く広げて両面を焼く。
⑤あら熱をとってから好みの大きさに
切る。

 お子さんのおやつにいかがですか

ねぎ豚チヂミ
�材料（６人分）
わけぎ …………………………７０グラム
豚こま切れ肉 ……………… １００グラム

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

（２００８年４月）

誕生日おめでとう！（4 月生まれ）

 佐  藤 あずみちゃん（常田）
さ とう

（１歳、H19.4.3生）

　毎日お姉ちゃんに鍛えられ、とっても

たくましく力強いあずみ。

　そんなあずみがたのもしく、大好きで

す。１歳おたん生日おめでとう�

　

 横  山 　 遥 都   くん（東上田）
よこ やま はる と

（１歳、H19.4.15生）

　１歳のお誕生日、おめでとう���

　みんないつも笑顔と笑い声にいやさ

れています。お兄ちゃんに負けず、た

くましく元気に大きくなってね。

 小 
こ

 林 
ばやし

　 克 実   くん（新張）
かつ ま

（２歳、H18.4.6生）

　車が大好き�イタズラ大好き�

　いつも陽気な我が家のおぼっちゃま�

２歳のお誕生日おめでとう�

　優しく、たくましく育ってね。

 小 
こ

 林 
ばやし

　 琴 音   ちゃん （常満）
こと ね

（１歳、H19.4.5生）

　１歳のお誕生日おめでとう。

　琴音は毎日、幸せですか？

　父と母は、琴音のおかげでとっても幸

せです。

　ありがとう。

 古  田 　
ふる た

 琉 斗
りゅう

   くん（西海野）
と

（１歳、H19.4.18生）

　琉斗お誕生日おめでとう�

　あんよができるようになったら、みん

なでお散歩行こうね。

　琉斗の成長を、家族みんなで楽しみに

しているよ�

 上  原 　 美 桜   ちゃん（加沢）
うえ はら み お

 （２歳、H18.4.8生）
　２歳おめでとう�

　大家族の中でみんなに気配りしたり、

一生懸命お話しもして笑って泣いて怒っ

てスネる姿、すべてがもうイッチョ前だ

ね。毎日元気な美桜でいてね�

 市  村 　 優 奈   ちゃん（城ノ前）
いち むら ゆう な

 （２歳、H18.4.25生）
　２歳のお誕生日おめでとう！

　いつの間にか、よく食べよく笑い、お

しゃべりも上手になってきたね。

　これからも笑顔一杯で元気に大きく

なってね�

 佐  藤 すみれちゃん（本海野）
さ とう

（３歳、H17.4.7生）

　すみれももう３歳。すっかりお姉さん

になりました。日々成長していくすみれ

を見ていると、パパもママも幸せです。

　これからも仲良く３人で Let's Go �

 山  岸 　 沙 矢   ちゃん（常田）
やま ぎし さ や

 （３歳、H17.4.12生）

　アンパンマンが大好きな沙矢ちゃん�

　アンパンマンみたいに優しく�みんな

と仲良しになれるといいね�

　夢をいっぱい持って大きくなあれ！

 川  手 　 結 愛   ちゃん（大川）
かわ て ゆ あ

（２歳、H18.4.15生）

　２歳のお誕生日おめでとう！

　最近はたくさんお話ししてくれたり、

歌を歌ってくれる結愛ちゃん。

　これからも明るく笑顔で元気に大きく

なってネ�

☆募集します!!☆（対象者５月生まれの３歳まで）　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりが
な）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたし
かねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。　締め切りは、４月１４日 （月） 必着。
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とうみ

（２００８年４月）

　

北
御
牧
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
集
う

場
所
で
、
０
歳
か
ら
入
園
前
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
広

場
を
催
し
て
、
気
軽
に
楽
し
く
過

ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特

に
低
月
齢
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

ん
方
の
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」、「
０
歳
児
の

マ
マ
広
場
」、「
か
み
か
み
お
誕
生

離
乳
食
教
室
」
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
と

お
母
さ
ん
が
安
心
し
て
集
い
、
子

育
て
の
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う

な
教
室
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
妊
婦
さ
ん
と
も
手
芸
を

し
な
が
ら
交
流
を
し
よ
う
と
「
パ

ン
ダ
ク
ラ
ブ
」
を
計
画
し
た
の
で
、

ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
か
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

前
向
き
で
ち
ょ
っ
と
悩
み
を
抱
え

た
お
母
さ
ん
方
の
子
育
て
を
地
域

全
体
で
支
え
、
生
き
生
き
と
生
活

す
る
中
で
子
ど
も
も
親
も
周
囲
も

一
緒
に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に
。

そ
し
て
、
地
域
の
み
ん
な
が
や
さ

し
や
思
い
や
り
の
心
を
か
け
あ
い
、

そ
れ
が
次
の
世
代
へ
と
次
々
に
つ

な
が
っ
て
い
く
「
や
さ
し
さ
の
連

鎖
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
職
員
一

同
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
北
御
牧
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

▲赤ちゃん体操で心も体も元気ハツラツ！

　

田
中
小
学
校
で
は
昨
年
か
ら
、
東

御
清
翔
高
校
の
皆
さ
ん
と
パ
ン
ジ
ー

の
栽
培
活
動
を
通
し
て
交
流
を
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
年
生
が
福

祉
活
動
や
パ
ソ
コ
ン
学
習
の
場
で
一

緒
に
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。　

  
高
校
生
と
の

　
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
学
習

　
　
　

田
中
小
学
校
三
年

　
 
花  
岡 　
 
美 
羽
   
　

は
な 
お
か 

み 

わ

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
高
校
生
と
い
っ

し
ょ
に
、
し
ょ
う
が
い
者
の
方
か
ら

お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
が
が
ん
ば
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

子
ど
も
が
泣
い
て
い
る
と
き
に
耳
が

聞
こ
え
な
い
の
で
、
ベ
ビ
ー
シ
グ
ナ

ル
を
使
っ
て
世
話
を
し
て
い
る
と
聞

　 
中
学
校
三
年
間
に

　
　
　
　

あ
り
が
と
う

　
　
　

北
御
牧
中
学
校
三
年

　
 
小  
松  
美  
早 
紀
   
　

こ 

ま
つ 

み 

さ 

き

　

「
中
学
校
生
活
の
思
い
出
」…
…
私

に
と
っ
て
こ
れ
は
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
た
く
さ
ん
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
つ

一
つ
の
行
事
も
大
切
な
思
い
出
だ
が
、

三
年
間
の
一
日
一
日
が
私
に
と
っ
て

宝
物
で
も
あ
る
し
、
思
い
出
で
も
あ

る
。
友
達
、
勉
強
、
部
活
、
生
徒
会

…
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
思
い
出
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
寂
し
い
が
、

と
て
も
充
実
し
た
三
年
間
だ
っ
た
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
も
何
事
に
も
あ
き

ら
め
ず
、
前
向
き
に
歩
ん
で
い
き
た

い
。

  
光
陰
矢
の
ご
と
し

　
　
　

北
御
牧
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　
 
小  
宮  
山  
敦  
史 

こ 

み 

や
ま 
あ
つ 

し

　

入
学
し
て
か
ら
三
年
。
こ
れ
ほ
ど

早
く
過
ぎ
去
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
毎
日
が
新
し
い
発
見
だ
っ
た

勉
強
、
仲
間
と
毎
日
コ
ー
ト
い
っ
ぱ

い
に
走
り
ま
わ
っ
た
部
活
動
、
時
に

は
激
し
く
意
見
を
交
わ
し
あ
っ
た
生

い
た
か
ら
で
す
。
す
ご
い
な
ー
と
思

い
ま
し
た
。
最
後
の
感
想
を
発
表
し

た
時
に
は
、
そ
ば
に
高
校
生
が
い
て

く
れ
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け

ど
、
安
心
し
て
発
表
で
き
ま
し
た
。

徒
会
活
動
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
い
っ
た
三
年
間
で
あ
り
、

大
き
な
成
長
に
も
つ
な
が
っ
た
三
年

間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
中
学
校

生
活
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
東
御
清
翔
高
校
生
と
の

 
パ
ソ
コ
ン
学
習
に
つ
い
て

　
　
　

田
中
小
学
校
三
年

　
 
池  
田 　
 
奈 
緒
   
　

い
け 

だ 

な 

お

　

一
回
目
は
社
会
見
学
の
ま
と
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
が
「
こ
れ
を
こ
う
で
き
る
？
」
と

聞
く
と
、
や
り
方
を
や
さ
し
く
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
に

で
き
ま
し
た
。
帰
り
に
私
た
ち
が

作
っ
た
ゼ
リ
ー
を
あ
げ
た
ら
、
と
て

も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
二
回

目
は
年
が
じ
ょ
う
を
作
り
ま
し
た
。

高
校
生
に
住
所
を
聞
い
て
、
冬
休
み

に
送
り
ま
し
た
。
私
は
ね
ず
み
の
絵

を
使
っ
て
作
り
、
色
も
き
れ
い
に
で

き
ま
し
た
。
二
回
も
来
て
教
え
て
く

れ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

▲仲間との思い出を胸に

▲楽しい「０歳児のママ広場」

▲シンポジウムで感想発表する３年生
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■
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

転
出
者

 
田
中
小
学
校 

和
田
茂
一（
豊
平
小
）　

稲
葉
京
子（
神
川
小
）

宮
崎
久
美
子
（
神
川
小
）　

青
木
千
津
（
上

田
東
小
）

 
滋
野
小
学
校 

大
田
守
（
山
辺
小
）　

手
塚
智
子
（
青
木
小
）

土
屋
春
美
（
本
原
小
）　

星
野
直
美
（
茅
野

北
部
中
）　

武
井
典
子
（
上
田
西
小
）　

 
祢
津
小
学
校 

雪
入
香
理（
柳
原
小
）　

村
上
泰
隆（
城
下
小
）

市
川
寛
（
青
木
小
）

 
和
小
学
校 

原
田
篤
穂（
共
和
小
）　

滝
澤
幸
嗣（
川
辺
小
）

柳
原
瑞
恵
（
神
川
小
）　

長
岡
百
合
子
（
豊

殿
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

宮
林
え
り
か
（
塩
尻
小
）　

菊
池
衛
（
上
田

西
小
）　

藁
谷
英
治
（
豊
平
小
）　

加
藤
幸
子

（
中
塩
田
小
）　

小
林
節
生
（
塩
田
西
小
）

 
東
部
中
学
校 

柳
沢
元
也
（
西
箕
輪
小
）　

志
摩
千
香
子
（
丸

子
中
）　

和
田
美
保
子
（
川
西
小
）　

原
隆
弘

（
富
士
見
南
中
）　

今
井
愛
子（
信
大
附
松
本

中
）　

西
牧
亨
（
川
中
島
中
）　

藤
升
仲
（
上

田
第
一
中
）　

�
澤
暁
子
（
真
田
中
）

 
北
御
牧
中
学
校 

大
井
好
文（
中
込
中
）　

田
中
優
子（
塩
田
中
）

■
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

転
入
者
・
新
規
採
用
者

 
田
中
小
学
校 

富
岡
茂
樹
（
丸
子
中
央
小
）　

宮
下
聡
（
小

諸
東
小
）　

市
川
琴
美
（
南
箕
輪
小
）　

中
野

加
代
子
（
信
州
新
町
小
）　

山
浦
淑
恵
（
中

込
中
）

 
滋
野
小
学
校 

海
野
博
之（
丸
子
中
）　

三
本
木
綾
子（
原
小
）

町
田
晃
子
（
飯
田
養
護
）　

丸
山
理
恵
子
（
新

規
）
長
田
達
哉
（
新
規
）

 
祢
津
小
学
校 

吉
越
敦
子
（
青
木
小
）　

栗
原
隆
雄
（
上
田

南
小
）　

松
澤
正
明
（
南
木
曽
小
）　

水
野
茂

（
神
川
小
）　

牛
越
宏
江
（
上
田
西
小
）

 
和
小
学
校 

小
池
英
樹（
松
代
小
）　

白
鳥
貴
子（
野
沢
小
）

望
月
秀
明
（
神
科
小
）　

高
見
澤
利
恵
（
御

代
田
南
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

小
原
裕
（
野
沢
温
泉
小
）　

小
出
由
希
子
（
富

士
見
小
）　

平
林
幸
子
（
古
牧
小
）　

細
田
幹

雄
（
傍
陽
小
）

 
東
部
中
学
校 

伊
藤
勝
廣（
楢
川
中
）　

芝
野
香
織（
浅
間
中
）

岡
嶋
国
久
（
上
田
第
三
中
）　

金
井
健
（
上

田
第
一
中
）　

徳
竹
優
子
（
箕
輪
中
部
小
）　

齊
藤
清
子
（
上
田
第
六
中
）　

峯
村
修
平
（
塩

田
中
）

 
北
御
牧
中
学
校 

深
水
伸
一（
南
木
曽
小
）　

舘
裕
介（
箕
輪
中
）

　

市
内
小
中
学
校
の
先
生
方
の
人
事
異
動
を
紹
介
し
ま
す
。
転
出
者
、
転
入
者
・
新
規

採
用
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

市
内
小
中
学
校
の
先
生
の
人
事
異
動
紹
介

祝　小中学校卒業式
　３月１８日に中学校で、１９日には小学校で卒業式が行われまし

た。学校生活での仲間との思い出、そして、これから迎える新

たな出会い。少しの不安と大きな希望を胸に児童生徒は学び舎

をあとにしました。

▲田中小学校

▲滋野小学校 ▲和小学校 ▲東部中学校

▲祢津小学校 ▲北御牧小学校 ▲北御牧中学校
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ペ
ッ
ト
と
楽
し
く
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
周
り
の
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
な
気
配
り
が
必

要
で
す
。

《
犬
の
場
合
》

・
飼
い
犬
は
、
必
ず
登
録
を
し
て
、

生
後　

日
以
上
の
す
べ
て
の
飼
い

９１

犬
に
は
１
年
に
１
度
、
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

世
界
中
で
、
狂
犬
病
に
よ
り
年

間
5
万
５
０
０
０
人
余
り
の
人
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。

・
飼
い
犬
に
は
首
輪
と
鎖
（
引
き

綱
）
を
し
、
散
歩
を
す
る
と
き
に

は
飼
い
主
が
必
ず
糞
の
始
末
を
し

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　

玄
関
先
や
庭
先
な
ど
に
排
泄
を

さ
れ
て
、
困
っ
て
い
る
お
宅
が
あ

り
ま
す
。
飼
い
主
の
最
低
限
の
マ

ナ
ー
と
し
て
、
飼
い
犬
の
糞
な
ど

の
始
末
は
き
ち
ん
と
し
て
く
だ
さ

い
。

・
犬
は
無
駄
吠
え
を
す
る
動
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
飼
い
主
は

き
ち
ん
と
し
た
飼
育
、
管
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。　
　

　

犬
を
無
駄
に
吠
え
さ
せ
て
る
の

は
飼
い
主
で
す
。
ペ
ッ
ト
と
の
つ

き
あ
い
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部
で

は
年
に
２
回
、
春
と
秋
に
「
犬
の

し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
へ
の
ご
参
加

も
お
勧
め
し
ま
す
。

・
飼
い
犬
の
首
輪
な
ど
に
鑑
札
、

注
射
済
票
を
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

　

迷
い
犬
の
飼
い
主
を
早
く
見
つ

け
る
た
め
、
首
輪
に
飼
い
主
の
連

絡
先
を
明
記
し
た
り
、
迷
子
札
の

代
わ
り
に
な
る
狂
犬
病
予
防
の
注

射
済
票
を
必
ず
着
け
て
く
だ
さ
い
。

★
犬
の
登
録
や
死
亡
し
た
時
、
い

な
く
な
っ
た
時
な
ど
は
市
民
課

生
活
環
境
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

《
猫
の
場
合
》

・
飼
い
猫
は
、
な
る
べ
く
家
の
中

で
飼
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

室
内
で
安
心
で
き
る
空
間
が
あ
れ

ば
、
外
に
出
な
く
て
も
ス
ト
レ
ス

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
猫
を
外
へ
出
す
場
合
は
、
野
良

猫
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
首
輪
な

ど
を
着
け
て
く
だ
さ
い
。

※
野
良
猫
に
餌
を
や
る
と
居
つ
い

て
し
ま
い
、
繁
殖
し
ま
す
。
餌
や

り
を
し
た
人
が
飼
い
主
と
な
り
ま

す
。

　
　

不
幸
な
野
良
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
飼
い
猫
で
あ
れ
ば

去
勢
手
術
や
避
妊
手
術
を
行
う

な
ど
し
、
ま
た
野
良
猫
に
は
餌

や
り
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
猫
が
周
辺
住
民
に
迷
惑

を
か
け
た
り
、
排
泄
物
の
異
臭

や
庭
や
畑
荒
し
を
さ
せ
な
い
よ

う
き
ち
ん
と
管
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 
今
年
度
も
犬
猫
の
繁
殖
制
限

 
（
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

 
事
業
が
行
わ
れ
ま
す

　

長
野
県
で
は
、
不
幸
な
子
犬
や

子
猫
の
出
生
や
捨
て
犬
･
捨
て
猫

を
な
く
す
た
め
に
こ
の
事
業
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
手
術
実
施
期
間

6
月
1
日
か
ら
6
月　

日
ま
で
が

３０

対
象
と
な
り
ま
す
。
繁
殖
制
限
事

業
協
力
動
物
病
院
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
動
物
愛

護
会
事
務
局
ま
た
は
生
活
環
境
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
危
険
な
動
物
を

　
　

飼
育
す
る
方
へ

・
ワ
ニ
、
タ
カ
、
マ
ム
シ
、
ニ
ホ

ン
ザ
ル
な
ど
人
に
危
害
を
加
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
の
飼
育

に
は
、
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、

上
田
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 
ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員

 
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で

 
飼
い
続
け
ま
し
ょ
う 

　

飼
い
始
め
た
ら
そ
の
動
物
の
終

生
に
責
任
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

誰
か
が
拾
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

か
、
自
然
の
中
で
生
き
て
い
け
る

だ
ろ
う
な
ど
安
易
な
気
持
ち
で
ペ

ッ
ト
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

捨
て
ら
れ
た
動
物
は
交
通
事
故
に

遭
っ
た
り
悲
惨
な
死
を
迎
え
る
か
、

繁
殖
し
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た

り
し
て
自
然
の
生
態
系
を
乱
す
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
●
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
保
健
所
内

　

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部　

　

�　

ー
7
1
5
3

２５

　

市
民
課
生
活
環
境
係　
　

　

�　

ー
5
8
9
6

６４
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おおおおおおおおおおお ららららららららららほほほほほほほほほほのののののののののの子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどももももももももももらほの子ども
　

「
育
成
会
」は
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
基
本
と
な
る
組
織
で
す
。

（
全
国
的
に
は
子
ど
も
を
主
役
に

す
る
た
め
に
「
子
ど
も
会
」
と
い

う
名
称
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。）

　

東
御
市
に
は
子
ど
も
会
・
育
成

会
が　

の
区
、
5
つ
の
地
区
で
組

６５

織
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
て
、
伝
統

行
事
や
様
々
な
体
験
活
動
を
実
施

し
、
子
ど
も
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

育
成
会
の
活
動
を
と
お
し
て
、

異
世
代
の
交
流
を
促
進
、
子
ど
も

の
感
受
性
や
社
会
性
の
育
成
、
子

ど
も
の
安
全
を
見
守
る
地
域
づ
く

り
が
図
れ
ま
す
。
育
成
会
で
の
経

験
は
、
地
域
の
次
代
を
担
う
青
少

年
の
心
を
育
て
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
育
成
会
活
動
が

２０

こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
活
動
の
企
画
・
運
営
か
ら

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
地
域
の
一
員
で
あ
る
自
覚

を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

「
ワ
イ
ワ
イ
遊
ぼ
う
会
」こ
の
愉

快
な
名
前
の
会
は
、
田
中
小
学
校

P
T
A
と
育
成
会
の
共
催
で
毎
年

開
催
し
て
い
る
行
事
で
す
。
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
縦
割
り
の

グ
ル
ー
プ
で
、
リ
ー
ダ
ー
が
中
心

と
な
り
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
を
回
り
ま
す
。
普
段
話
し
た

こ
と
の
な
い
人
た
ち
と
も
次
第
に

仲
良
く
な
り
ま
す
。
空
き
缶
釣
り
、

的
当
て
な
ど
、
簡
単
な
の
に
急
ぐ

と
う
ま
く
い
か
な
い
、
そ
ん
な
姿

が
笑
い
や
共
感
を
誘
い
ま
す
。

　

滋
野
地
区
で
は
「
明
る
く
元
気

な
子
ど
も
を
育
て
よ
う
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
夏
、

滋
野
小
裏
手
の
八
幡
池
で
、
ニ
ジ

マ
ス
を
放
流
し
、
魚
つ
か
み
大
会

を
開
催
し
、
魚
を
手
で
捕
る
難
し

さ
、
皆
で
協
力
す
る
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
、
先
生

方
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

参
加
で
、
声
援
や
激
励
で
盛
り
上

が
り
ま
す
。
食
べ
る
と
き
の
お
い

し
そ
う
な
顔
、
大
人
も
子
ど
も
も

幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

体
験
活
動
は
青
少
年
の
心
を
育
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
会
・
育
成
会
の
取
り
組
み

 
田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

　

会
長　

栗
原　

陽
子　

  
「
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ

　
　

遊
び
ま
し
ょ
う
」

 
滋
野
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

　

会
長　

関　
　

勝
人　

   
「
魚
つ
か
み
大
会
」

　

「
子
ど
も
会
安
全
会
」
と
は
、
地

域
で
の
子
ど
も
会
・
育
成
会
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
子
ど
も

会
・
育
成
会
の
活
動
中
に
生
じ
た

事
故
を
対
象
と
し
て
見
舞
金
を
支

給
す
る
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
の

制
度
で
す
。
東
御
市
で
は
、
会
費

の
全
額
を
補
助
し
、
育
成
会
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
２０

度
の
手
続
き
は
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
通
院
１
日
目
か
ら
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

 
加
入
の
手
続
き 

　

規
定
の
３
種
類
の
書
類
を
市
の

事
務
局
へ
提
出
し
ま
す
。

①
加
入
申
込
書　

②
区
の
育
成
会
の
子
ど
も
と
役
員

の
名
簿　

③
年
間
事
業
計
画
表

※
書
類
は
区
の
育
成
会
長
さ
ん
に

記
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の 

①
育
成
会
活
動
中
の
け
が

②
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復
途

中
の
け
が

③
事
前
会
議
・
練
習
中
の
け
が

 
活
動
中
の
事
故
に
備
え
て

「
子
ど
も
会
安
全
会
」

　
　
　
　
　
　

へ
の
加
入
を
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地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域でででででででででで育育育育育育育育育育ててててててててててよよよよよよよよよようううううううううう域で育てよう
　

毎
年　

月
に「
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」

１０

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
全
長　

・
１３

5
キ
ロ
、
７
区
間
を
、
各
区
を
中

心
に
編
成
さ
れ
た
小
学
生
の
チ
ー

ム
が
走
り
ま
す
。
道
路
を
走
る
の

で
、
事
故
の
無
い
よ
う
万
全
を
期

す
た
め
、
P
T
A
を
は
じ
め
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
役
員
1
0
0
名
を
総

動
員
し
て
運
営
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
も　

年
が
過
ぎ
、
そ

２０

ろ
そ
ろ
初
期
の
大
会
に
出
場
し
た

人
た
ち
の
子
ど
も
が
出
場
す
る
頃

に
な
る
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

 
祢
津
地
区
子
ど
も
会

　
　
　

育
成
連
絡
協
議
会

　

会
長　

堀
口　

清
徳　

   
「
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」

　

区
育
成
会
、
地
区
育
成
会
を
中

心
に
、
地
域
一
丸
と
な
り
青
少
年

健
全
育
成
に
向
け
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
と
一

緒
に
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
で
は
、
地
域
の
人
や
上
級
生

が
指
導
者
と
な
り
、
様
々
な
コ
ー

ナ
ー
が
作
ら
れ
ま
す
。
紙
や
木
、

風
船
な
ど
身
近
な
も
の
を
使
っ
た

工
作
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
放
水
体
験
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
等　

の
コ
ー
ナ
ー
を

１２

親
子
や
地
域
の
方
々
、
総
勢
1
0

0
0
人
が
楽
し
み
ま
す
。

 
和
地
区
子
ど
も
会

　
　
　

育
成
連
絡
協
議
会

　

会
長　

山
嵜　

義
人　

  
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

　

北
御
牧
地
区
の
育
成
会
は
組
織

さ
れ
て
か
ら
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
各
区
で
も
育
成
事
業
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
で

は
鹿
曲
川
で
の
夏
の
魚
つ
か
み
大

会
、
秋
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
飛
ば
し
大
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
子
ど
も

を
大
切
に
は
ぐ
く
む
活
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 
北
御
牧
地
区
子
ど
も
会

　
　
　

育
成
連
絡
協
議
会

　

会
長　

山
浦　

康
紀　

  
「
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
」

※
育
成
会
活
動
と
は
、
育
成
会
役

員
の
管
理
下
に
あ
る
活
動
を
い

い
ま
す
。

※
子
ど
も
と
役
員
が
対
象
と
な
り
、

名
簿
に
氏
名
と
年
齢
が
記
入
さ

れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
育
成
活
動
、
会
議
、
練
習
日
程

等
は
年
間
行
事
計
画
表
に
あ
ら

か
じ
め
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

 
事
故
が
生
じ
た
場
合
の
手
続
き 

①
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
本
人
の

保
険
で
診
察
を
受
け
ま
す
。

②
区
の
育
成
会
長
さ
ん
は
速
や
か

に
市
の
事
務
局
へ
事
故
の
状
況

を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
後
は
区
の
育
成
会
長
さ
ん

が
市
の
事
務
局
を
通
し
て
、
規

定
の
用
紙
を
用
い
て
手
続
き
を

し
ま
す
。

◎
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
に
は
名

簿
と
年
間
行
事
計
画
を
常
に
整

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
新
規
加
入
者
・
新
規
事
業
等
が

分
か
っ
た
時
点
で
速
や
か
に
市

の
事
務
局
へ
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
会
安
全
会
の
事
務
局

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係　

　

T
E
L　

ー
5
8
8
5

６４

　

F
A
X　

ー
5
6
1
0

６４



　

男
性
の
側
か
ら
夫
婦
間
で
の
相
手
の
呼

び
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

い
つ
の 
間 
に
マ

　
　
 
我 
が 
家 
に 
甥 
が　
 
同  
居 
す
る

ワ 

ヤ 

オ
イ 

ド
ウ 
キ
ョ

　

こ
の
川
柳
は
、「 
甥 
」
と
い
う
言
葉
を
夫

オ
イ

が
妻
を
呼
ぶ
時
の
「
オ
イ
」
に
重
ね
、
い

つ
の
間
に
か
妻
の
こ
と
を
「
オ
イ
」
と
か

「
オ
ー
イ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
夫
を

風
刺
し
た
川
柳
で
あ
る
の
か
な
？
と
私
な

り
に
解
釈
し
て
み
ま
し
た
。　

　

家
庭
内
で
は
名
前
を
呼
ん
だ
り
、
オ
イ
、

お
前
、
母
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
、
マ
マ

等
々
の
呼
び
方
が
多
い
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
外
出
先
で
は
、
家
内
、
女
房
、

 
家 
の
ヤ
ツ
、 

家 
の
嫁
、
か
み
さ
ん
等
々
の

う
ち 

う
ち

呼
び
方
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
呼
び

方
を
相
手
の
人
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
立

場
や
人
権
感
覚
を
磨
く
と
い
う
観
点
か
ら

考
え
る
と
、
一
考
を
要
す
る
問
題
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

家
内
・
嫁
…
男
女
の
役
割
分
担
意
識
の

中
に
、「
女
性
は
家
の
中
に
居
る
べ
き
」
と

い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

主
人
・
亭
主
…
主
従
関
係
の
意
識
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

オ
イ
・
う
ち
の
ヤ
ツ
・
う
ち
の
カ
カ
ア

…
夫
が
威
張
っ
て
い
て
、
男
性
上
位
と
い

う
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

日
頃
の
何
気
な
い
言
葉
や
無
意
識
の
行

動
の
中
に
女
性
を
傷
つ
け
た
り
、
軽
視
し

て
い
る
感
じ
の
言
動
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

「
私
た
ち
夫
婦
は
、
仲
が
良
い
か
ら
何
と

呼
ば
れ
よ
う
と
構
わ
な
い
」
と
い
う
方
も

お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
長

年
に
わ
た
っ
て
刷
り
込
ま
れ
た
意
識
は
、

他
人
と
の
会
話
の
中
で
「
女
性
差
別
」
と

し
て
現
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
 
謙  
遜 
し
て
言
う
の
で
し
ょ
う
が
、
時
々

け
ん 
そ
ん

「
う
ち
の
バ
ア
さ
ん
が
…
」「
う
ち
の
カ
カ

ア
が
…
」
と
言
う
方
に
出
会
い
ま
す
が
、

嫌
な
思
い
に
な
っ
た
り
、
そ
の
人
の
人
権

意
識
を
疑
い
た
く
な
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
？

　

長
い
年
月
を
か
け
て
刷
り
込
ま
れ
た
心

の
根
底
に
あ
る
意
識
で
す
か
ら
一
朝
一
夕

に
改
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
を
変
え
よ

う
と
努
力
す
る
こ
と
が
人
権
感
覚
を
磨
く

こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
は
、
常
に
自
分
の
心
に
問
い

か
け
、
自
分
の
生
き
方
の
問
題
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
問
題
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。

知っていますか？ クーリング・オフ制度
　訪問販売でセールスマンに勧められて契約したけれど、必要のない商品

だった…このような時、消費者の強い味方になるのが「クーリング・オフ」

制度です。

ククククククククククーーーーーーーーーーリリリリリリリリリリンンンンンンンンンンググググググググググ・・・・・・・・・・オオオオオオオオオオフフフフフフフフフフののののののののののチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッククククククククククポポポポポポポポポポイイイイイイイイイインンンンンンンンンントトトトトトトトトトクーリング・オフのチェックポイント
　　　　　　　　　　　　　　　　（2008年版　くらしの豆知識より）

①　自宅、喫茶店、路上など店舗や営業所以外の場所で契約した場合は、

クーリング・オフができます。また、キャッチセールスやアポイントメ

ントセールス、催眠（ＳＦ）商法の場合は店舗でも可能です。

②　クーリング・オフできる商品は、健康食品や化粧品、貴金属、電話機、

家具などです。ただし、乗用自動車には適用されません。なお、クーリ

ング・オフできる商品などは、下記相談窓口にお問い合わせください。

③　現金取引の場合は、3,000円以上であること。

④　契約書など書面を受け取ってから８日以内に手続きをしてください。

⑤　健康食品、化粧品など消耗品の場合は、未使用であること。

⑥　消費者保護の制度のため、営業目的で契約した場合は適用されません。

⑦　クーリング・オフは書面でします。（次号で記入例を掲載します。）

⑧　「クーリング・オフできない」と言われ、８日以内に手続きができな

かった場合や試供品として使うように言われて使ってしまった場合は、

クーリング・オフが可能です。

⑨　支払った代金は全額返金してもらいましょう。

⑩　無事手続きが終わったら、関係書類は5年間保管をしてください。

●相談窓口　上田消費生活センター　�27－8517　市民課生活環境係　�64－5896
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　身近で実践、
　　　エコバッグ！
　古くから包み物として利用してき

た風呂敷。その風呂敷で簡単なバッ

グを形作って、使ってみませんか。

★大きな額や箱などを包んでみまし

　ょう。

①風呂敷の中央に額などを立てます。

②手前側（ｄ）と奥側（ａ）を１回

結び、それぞれをねじって本結び

をします。

③左右の（ｂ）（ｃ）を手前に回し

て本結びします。

買い物の際は、マイバッグを必ず

持っていきましょう。
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研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
のののののののののののののののののののののののののののののののの
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
とととととととととととととととととととととととととととととととと
耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
なななななななななななななななななななななななななななななななな
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

  
研
究
所
の
「
ち
ょ
っ
と
耳
よ
り
な
話
」
①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①

身
体
教
育
医
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
体
教
育
医
学
研
究
所

　 
世
界
中
の
健
康
づ
く
り
情
報
を

 
お
伝
え
し
ま
す

　

平
成　

年
度
を
迎
え
て
、
装
い
新
た
に

２０

連
載
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
以
前
は
「
ケ
ア
ポ
ー
ト
発
健

康
増
進
プ
ラ
座
」と
し
て
連
載
）。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
「
健
康
づ
く
り
」
が
市
の
重

点
課
題
と
な
り
、「
健
康
と
う
み
通
信
」
で

1
年
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
情
報
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
、
健
康
づ
く
り
は
日
々

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
こ
と
で
す
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
地
道
に
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
、
こ
れ
か
ら
の
連
載
は
「
耳
よ
り
な

話
」
と
題
し
て
、
世
界
中
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
や
、

実
際
に
私
た
ち
が
行
っ
た
活
動
な
ど
か
ら
、

興
味
深
い
も
の
を
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
皆
様
か
ら
の
要
望
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
第
１
回
は
ア
メ
リ
カ
発
の
報

告
で
す
。

 
思
春
期
の
一
家
団
ら
ん
は

 
望
ま
し
い
食
習
慣
の
源

　

ア
メ
リ
カ
・
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
1
7
1
0

名
の
高
校
生
（
男
7
6
4
名
、
女
9
4
6

名
）
を
対
象
に
食
生
活
の
実
態
を
調
査
し

て
、
そ
の
5
年
後
（
二
十
歳
過
ぎ
）
に
そ

の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
食
生
活
が
変
わ

っ
た
か
を
追
跡
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

高
校
時
代
、
す
な
わ
ち
思
春
期
に
家
庭
で

食
事
（
一
家
団
ら
ん
）
す
る
頻
度
が
高
い

ほ
ど
、
二
十
歳
を
超
え
た
頃
、
緑
黄
色
野

菜
や
重
要
な
栄
養
素
の
摂
取
と
い
っ
た
食

事
の
質
（
中
身
）
や
、
欠
食
が
少
な
い
な

ど
の
食
事
の
様
式
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

（L
a
rso
n

ら
2
0
0
7
の
研
究
か
ら
）。

　

「
皆
そ
ろ
う　

笑
顔
の
食
事
で　

健
康

に
」
･
･
･
思
春
期
の
一
家
団
ら
ん
が
、

成
人
を
迎
え
た
頃
の
食
習
慣
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
彼
ら
が
ま
た
結
婚
し
て
家
庭
を
持

ち
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
を

作
り
上
げ
る
、
と
考
え
る
と
、
健
康
づ
く

り
に
と
っ
て
「
一
家
団
ら
ん
」
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
な
の
で
す
ね
。

ここ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

  
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

 村  松  桂  子  保健師
むら まつ けい こ

　

昨
年
春
に
流
行
し
た
麻
し
ん
（
は
し
か
）

は
、
今
年
も
1
月
こ
ろ
か
ら
関
東
で
流
行

し
て
い
ま
す
。
こ
の
流
行
は
小
児
だ
け
で

な
く
、
高
校
生
や
大
学
生
に
も
感
染
し
、

休
校
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
は
、
か
か
る
と
重
篤
に
な
り
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
市
も
未
接
種
者
を
な
く
す
た
め
麻
し

ん
緊
急
対
策
を
昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
。

　

国
で
は
平
成　

年
度
か
ら
、
麻
し
ん
ワ

１８

ク
チ
ン
の
２
回
接
種
（
第
一
期：

１
歳
児
、

第
二
期：

小
学
校
入
学
前
の
１
年
間
）
を

定
期
接
種
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
流
行
を
受
け
て
、
小
児
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
年
代
を
超
え
た
総
合
対
策
の
必
要

性
か
ら
「
２
０
１
２
年
麻
し
ん
ゼ
ロ
�
」

を
目
指
し
た
対
策
を
立
て
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
２
０
１
２
年
ま
で
に　

歳
ま
で
を
２

２２

回
接
種
世
代
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
平
成

　

年
度
（
今
年
の
４
月
）
か
ら
５
年
間
で

２０第
三
期：

中
学
１
年
に
相
当
す
る
年
齢
の

者
、
第
四
期：

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
者
に
定
期
接
種
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
の
予
防
接
種
は
Ｍ
Ｒ

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

風
し
ん
（
三
日
は
し
か
）
も
同
じ
よ
う

に
２
回
接
種
に
よ
り
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

風
し
ん
は
妊
娠
中
に
か
か
る
と
月
例
に
よ

り
胎
児
に
影
響
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
第
三
期
、
第
四
期
で
予

防
接
種
を
受
け
る
女
性
は
妊
娠
し
て
い
な

い
こ
と
と
、
接
種
後
２
か
月
は
妊
娠
し
な

い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

　

定
期
予
防
接
種
は
国
が
接
種
を
勧
奨
し
、

市
は
政
令
で
定
め
ら
れ
た
年
齢
枠
内
の
者

に
対
し
て
予
防
接
種
を
行
う
。
被
接
種
者

（
予
防
接
種
を
受
け
る
者
）
は
「
受
け
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
法

律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
受

け
る
よ
う
（
接
種
努
力
義
務
）
指
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
は
、　

歳
以
上
の
イ
ン

６５

フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
き
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
三
種
混

合
（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）、

ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
一
期
・
二

期
、
こ
の
４
月
か
ら
の
三
期
・
四
期
（
今

後
５
年
間
実
施
）、
日
本
脳
炎
（
現
在
見
合

せ
中
）
は
自
己
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
（
市

が
負
担
し
ま
す
）。
感
染
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
は
大
事
で
す
。
意
識
を
持
っ
て
期
間

内
で
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
予
防

接
種
を
受
け
て
、
万
が
一
予
防
接
種
に
よ

る
健
康
被
害
が
起
こ
っ
た
時
は
予
防
接
種

法
に
よ
る
救
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
の
定
期
予
防
接
種
以
外
の
予
防
接
種
は

任
意
（
自
己
負
担
）
と
な
り
ま
す
。
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図
書
館
だ
よ
り

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
林
真
理
子－

も
っ
と
幸
福
に
な
っ
て
い
い

　

よ
ね
！
…
…
…
…
…
…
林　

真
理
子
・
著

�
赤
ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
病
気
百
科

　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
細
谷　

亮
太
・
監

�
音
を
た
ず
ね
て
…
…
三
宮　

麻
由
子
・
著

�
お
父
さ
ん
の
お
し
ゃ
れ
事
典

　
　
　
　

…
…
…
成
美
堂
出
版
編
集
部
・
編

�
種
を
蒔
く
日
々
…
…
秋
山　

ち
え
子
・
著

◆
児
童
書

�
た
っ
ち
ゃ
ん
ま
っ
て
る
よ

　
　
　
　
　

…
…
よ
こ
み
ち　

け
い
こ
・
絵

�
犬
と
私
の　

の
約
束

１０

　
　
　
　
　
　

…
…
さ
と
う　

ま
き
こ
・
作

�
ペ
チ
カ
は
ぼ
う
ぼ
う
猫
は
ま
ん
ま
る

　
　
　
　
　

…
…
や
え
が
し　

な
お
こ
・
作

�
森
の
イ
ス
く
ん
…
…
…
石
井　

聖
岳
・
作

�
ゆ
き
の
ひ
の
わ
す
れ
も
の

　
　
　
　

…
…
か
さ
い　

ま
り
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

４
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
読
ん
で
ほ
し
い
子
ど
も
の
本
】　

　

4
月　

日
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」。
こ

２３

の
日
に
ち
な
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
に
読
ん

で
ほ
し
い
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

�
ハ
ー
ド
ル

 

青
木
和
雄
・
作

木
村
直
代
・
画

金
の
星
社

�
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん

マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
絵

せ
た
て
い
じ
・
訳

福
音
館

お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

　

4
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

４
月　

日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

１９

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

ハ
ン
カ
チ
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

「
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
」

　
　
　
　

て
ぶ
く
ろ
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

「
お
は
な
が
わ
ら
っ
た
」

　
　
　
　

そ
の
他　

春
の
お
話

　
　
　
　

工　

作

４
月　

日 （
金
） は
、
お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１１

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
に
て

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

   
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

�
ふ
た
り
の
し
る
し

　
　
　
　

山
口　

正
善
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
出
版

　

7
年
前
、
忘
れ
ら
れ
な
い
恋
を
し
た
。
君

に
残
さ
れ
た
時
間
が
残
り
わ
ず
か
だ
と
し
て

も
、
僕
は
最
後
ま
で
君
の
そ
ば
に
い
る
こ
と

を
選
ん
だ
。
切

な
く
て
、
ま
っ

す
ぐ
な
2
人
の

涙
の
実
話
。

�
た
ん
ぽ
ぽ
わ
ら
し

　
　
　
　

扇
元　

久
榮
・
文

さ
と
う
み
つ
こ
・
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
の
森

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
は
な
、
神
様
が
お
願
い
を
お

聞
き
届
け
た
ぶ
ん
だ
け
咲
く
ん
だ
ど
や
ぁ
」

太
白
山
の
て
っ
ぺ
ん
に
ひ
と
り
で
登
っ
た
お

春
は
早
く
願
い
こ
と

が
か
な
う
よ
う
に
た

ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
を
吹

い
た
。
飢
き
ん
に
苦

し
む
村
人
た
ち
を
救

う
た
め
に
…
。

�
リ
リ
ィ
と
さ
っ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

松
下　

幸
子
・
作
・
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
芸
社

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
や
ん
ち
ゃ
な
オ
ス
の
こ

ね
こ「
リ
リ
ィ
」と
い
つ
も
一
緒
で
し
た
。
あ

る
時
お
父
さ
ん
が
転
勤

に
な
り
、
家
族
み
ん
な

で
引
越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
引
越
し
の

当
日
、
リ
リ
ィ
が
逃
げ

出
し
て
…
。
本
当
に

あ
っ
た
、
お
り
こ
う
で

元
気
な
ね
こ
の
お
話
し
。

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４

4月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

54321

12111098�6

1918171615�13

26�242322�20

30��27

　

図
書
館
で
は
、
読
書
の
楽
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
お

は
な
し
こ
ど
も
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
お
は
な
し
こ
ど
も
会
」
は
、
お
は
な
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の

午
前　

時　

分
か
ら
図
書
館
・
読
書
会
室

１０

３０

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
新
た
に
2
つ
の
グ

２０

ル
ー
プ
に
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
4
グ
ル
ー
プ
が
交
互
に

「
お
は
な
し
こ
ど
も
会
」
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
大
型
絵
本
や
紙
芝

居
な
ど
で
、
今
ま
で
毎
回
行
っ
て
き
た
工

作
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
広
報
や
図
書
館
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、「
お
は
な
し
タ
イ
ム
」

や
「
お
は
な
し
会
」
な
ど
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
絵
本
な
ど
を
探
し
な
が
ら
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。
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●ISO14001とは
　ISOとは、スイスのジュネーブに本部のある「国際標準化機構」のことです。

　国際標準化機構は、民間の営利団体（NGO）で世界共通の規格（定め）をつくっています。私たちの身近なと

ころでは、「写真用フィルムの感度」や「ネジの大きさ」などがあります。

　ISO14001は、「環境を良くするための仕組み（環境マネジメントシステム）」を規格化したものです。この仕

組みでは、ＰＤＣＡサイクル（図１）を使って、途中でやめることなく、継続的に環境に良い活動を行わなけれ

ばならないことが決められています。

●市役所のISO14001の概要
①適用範囲　本庁舎、庁舎別館、舞台が丘会館、上下水道庁舎、図書館、中央

公民館、人権啓発センター、消防署、総合福祉センター、北御牧総合支所

②主な取り組み内容

　○環境に配慮した事務事業の推進

　・家庭用太陽光発電、雨水貯留槽、生ゴミ処理機設置補助金

　・グリーン製品の購入　など

　○省資源、省エネルギー、リサイクルの推進

　・電気、ガス、灯油、ガソリンなどの使用量削減

　・事務用紙、廃棄物の削減　など

●市役所ISO14001の自己適合宣言
　最近ではISO14001の規格に適合していることを外部機関の審査により認証登録をせず、自らの責任において

「自己決定し自己宣言」をする自治体や事業所が増えてきています。

　市役所は、平成20年2月で認証取得から6年が経過しました。この間、システムの運用により、職員の環境への

配慮意識は向上し、職員自らの行動により確実に環境に対する継続的改善が図られてきました。

　また、東御市環境市民会議より、市役所のISO14001を認証登録するのではなく「自己適合宣言」へ移行して

はどうかとの提案がされました。

　そこで市役所でも検討をした結果、外部機関の審査を受けない「自己適合宣言」への移行を決定しました。

●ISO14001の規格との適合の自己確認
①内部環境監査員による規格の要求事項等の適合を確認する監査

②市役所職員以外の第三者評価者（市民、市内事業者及び他自治体職員）によるシステムの取り組みが環境改善

　に向けて有効であったかの評価

③システムの取り組み実績等の公表（第三者評価者、消費生活展、市報、市公式ホームページなど）

　以上、自らの責任においてISO14001の規格との適合を自己確認することで、自己決定による「自己適合宣言」と

します。

ISO14001  認証取得から自己適合宣言までの主な経過

内　　　　　　　　　容年　月　日

ISO14001認証取得（旧東部町）【適用範囲8施設】H14.2.27

「東御市」発足（旧東部町・旧北御牧村による合併）
適用範囲（サイト）を拡大【適用施設9施設】

H16.4.1

更新審査H17.2.7～8

東御市環境ISOネットワーク発足（現在、市内事業者15社参加）H17.2.10

内部環境監査にオブザーバー参加
延べ13名【市環境ISOネットワーク （8名）、他自治体職員 （5名）】

H17.11.10～11.22

内部環境監査にオブザーバー参加
延べ14名【市環境ISOネットワーク （12名）、他自治体職員 （2名）】

H18.11.10～11.22

適用範囲（サイト）を拡大【適用施設10施設】H19.4.1

内部環境監査に第三者評価者参加
延べ16名【市民 （5名）、市環境ISOネットワーク （1名）、他自治体職員 （10名）】

H19.11.12～11.28

自己適合宣言H20.2.27

 （図１）

●問い合わせ先　市民課生活環境係　�64－5896

25 （２００８年４月）

とうみ



年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金のののののののののののののののののののののののののののののののの異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ははははははははははははははははははははははははははははははははおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみでででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか年金の異動届出はお済みですか
　４月は就職・退職や卒業・入学また住所の異動等動きが多い月です。異動に伴い、年金の手続きが必要な場合
がありますので、忘れずにお届けをお願いします。
　今回は４月に多い届けについて、下記のとおりご案内します。各届出にそれぞれ必要な持ち物がありますので、
下記届出先へお尋ねください。

 ４月の納税 （納期限４月30日）

�国民健康保険税（特１１期）

�介護保険料（特１０期）
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届出先どうするこんな時

市役所
国民年金加入の手続きをする。保険を任意継続する方
も、年金の手続きは必要です。（被扶養配偶者も同様） 
（国保に加入する場合は同時に手続きします）

⇒会社を退職したとき

　

歳
か
ら　

歳
未
満

２０

６０

市役所（厚生年金に加入した場合は、
厚生年金加入に併せ勤務先で手続き）

国民年金からぬける手続きをする

⇒就職して厚生年金や共済に加
入した場合

市役所
（国保に加入していた場合は国保からぬける手続
きをする）

配偶者の勤務先年金第3号保険者への種別変更の手続きをする

⇒結婚や退職等で配偶者の扶養
になったとき 市役所

（国保に加入していた場合は国保からぬける手続
きをする）

市役所
年金第３号保険者から第１号保険者へ種別変更の
手続きをする 
（国保に加入する場合は同時に手続きします）

⇒配偶者の扶養からはずれたと
き

市役所（継続用申請ができる方は社会
保険庁へ申請書を郵送）

学生納付特例の申請をする⇒就学しているため年金保険料
を納めるのが困難なとき

市役所または金融機関｢口座振替申出書｣を提出する⇒年金保険料を口座振替で納付
したいとき

市役所または社会保険事務所年金保険料追納の申込をする⇒
学生納付特例、猶予、免除等
を受けていた期間の年金保険
料を納付したいとき

勤務先厚生年金、共済加入の方（被扶養者も含む）
⇒住所や氏名が変わったとき

市役所（住民票の異動届と併せ手続き）上記以外の方

社会保険事務所へ届書を郵送 
（用紙は市役所にあります）

｢年金受給者住所変更届｣を提出⇒住所が変わったとき
年
金
を
受
け

て
い
る
方 社会保険事務所または市役所｢年金受給者氏名変更届｣を提出⇒氏名が変わったとき

ご不明な点がありましたら下記へお問い合わせください。     
　●問い合わせ先　小諸社会保険事務所　　　�0267－22－1080
　　　　　　　　　市役所市民課国保年金係　�62－1111（内線1231）
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前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－１（＋１）１７（34）２（６）１５（28）件数

＋３（－４）25（48）２（７）23（41）傷者

－１（－１）０（０）０（０）０（０）死者

市内交通事故統計　２月分　　　　　　

２月２９日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の２月の出動件数＝

火災　０件（１件）　救急65件（176件）
とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１９年２月平成20年２月

15.7℃（27日） 13.4℃（22日） 最高気温

－8.6℃（３日） －10.6℃（１４日） 最低気温

2.6℃　　　　－1.4℃　　　　平均気温

68.9％　　　　72.9％　　　　平均湿度

16.5㎜　　　　24.0㎜　　　　降 水 量
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クリーンリサイクル係  �63－6814
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プラスチック製
容器包装
飲料・酒類・しょ
う油用のPETボト
ルを除く

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

分
別「
識
別
マ
ー
ク
」と

「
環
境
マ
ー
ク
」

ごみ分別のための種類を表示する「識別マーク」

分別して排出すると、資源となり再生利用されます

紙製容器包装
飲料用紙パック
（アルミ不使用の
もの）と段ボール
製のものを除く

飲料・酒類・しょう
油用のPETボトル

飲料用スチール缶

飲料用アルミ缶

環境に配慮している内容を表示する「環境マーク」

環境にかかる負担の少ない製品を購入する際の参考になります

再生PET樹脂
リサイクル推進マーク
PETボトルを再商品化した
製品につけられるマーク。

グリーンマーク
古紙を一定以上の割合で原
料に使用した紙製品に表示
されるマーク。

リターナブルびんマーク
販売店に返却して、繰り返
して使うガラスびんのマー
ク。

牛乳パック再生利用マーク
使用済み牛乳パックを再利
用した商品のマーク。

再生紙使用マーク
再生紙の古紙配合率を表示
するマーク。表記の数字は
古紙の配合率を示す。

エコマーク
環境保全に役立つと認めら
れた製品に表示されるマー
ク。



28

ートピックスー　地域の話題

（２００８年４月）

２年間の活動を忘れずに
市交通少年団退団式

ブラジルの家庭料理を体験！

国際交流事業キッチン DE こんにちは
で

　２月２４日、中央公民館調理室で世界の料理を通して、外
国の文化に触れる料理講習会「キッチン DE こんにちは」

で

が開かれ、１３名が参加しました。この日は日系ブラジル２
世の池田マユミさん（上田市在住）に、野菜のチキンスー
プや牛かつなどブラジルの家庭料理４品を紹介していただ
き、参加者も３～４人のグループに分かれ、実際に調理を
しました。ブラジル料理は初めてという参加者も多く、食
を通じ外国の文化が体験できました。

　２月２３日、中央公民館講堂で平成１９年度いきいき子ども
講座修了式が行われ、受講した小学生や保護者などが出席
しました。月１～２回の土曜日、子どもたちが興味を持っ
て楽しく学べるようにと、今年度は「毛筆習字をやってみ
よう！」や「季節のお花を生けよう」など７講座が開講さ
れ、114名が受講しました。
　修了式では「はじめての英会話」や「ぼくわたしも生活博
士！」などを受講した児童が１年間の成果をステージで発
表したほか、中央公民館ロビーにも作品が展示されました。

▲「手話で歌って踊ろう！」を受講した児童が歌にあわせて手話を発表

１年間の成果を発表
いきいき子ども講座修了式

　２月２３日、東部人権啓発センターで卒業を迎えるにあた
り退団する６年生25名の退団式が行われ、団員や保護者
など約６０名が参加しました。交通少年団は、市内小学校の
５・６年生50名で組織されており、小学校児童の交通安
全リーダーとして、また交通安全運動期間中には啓発活動
にも参加しています。式では東御市交番の清水眞樹男所長
が「２年間の活動で学んだ交通ルールを忘れないように」
と話していました。退団する団員には卒業文集や記念品が
手渡され、さっそく文集を開いて２年間の様々な活動を振
り返っていました。

心をひとつに 全国制覇を！ ドッジボール
東御スピリッツ全国大会出場

　２月２４日に富山市で行われた第１７回春の全国小学生ドッ
ジボール選手権北信越大会（２４チーム参加）に出場した東
御スピリッツは、予選リーグを勝ち上がり、決勝トーナメ
ントに駒を進めました。準決勝戦で富山県のチームに惜し
くも敗れましたが、３位決定戦では石川県のチームを破り
見事３位となり、３月３０日に横浜市で行われる全国大会へ
の出場を決めました。選手たちは、「日頃の練習の成果を
出して全国優勝したい」と意気込みを話していました。

▲１９年度団長の山浦佳代子さん（写真左）から20年度団長の白石
　恵子さんに団旗が引き継がれる
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湯の丸スキー大会
　３月２日、第４５回湯の丸スキー大会（ジャイアント・ス
ラローム）が行われました、この日は天気にも恵まれ、１４
の部門に市内外から353名の選手が出場し、家族やチーム

メイトなどから
大きな声援が送
られていました。
　なお、この大
会の結果は市観
光協会のホーム
ページでご覧い
ただけます。

　３月８日、祢津公民館で祢津地区青少年を有害環境から
守る会の設立総会が行われ、祢津地区の区長、子ども会育
成会連絡協議会、小中学校ＰＴＡなど各団体の役員などが

出席しました。守る会
は滋野、和地区に次い
で設立され、今後地区
内にある有害図書等自
動販売機の撤去に向け、
立看板の設置や署名活
動などを積極的に行っ
ていきます。

祢津地区に
「青少年を有害環境から守る会」が設立

東部中放送委員会制作の番組　
２年連続の最優秀賞受賞

　小中学生がニュースなどの番組制作に取り組む支援プロ
グラム「キッド・ウィットネス・ニュース」（松下教育研
究財団主催）の日本大会で、東部中学校放送委員会の生徒
が制作した番組「水は世界をめぐる」が最優秀賞を受賞し、
昨年に引き続き２年連続で栄冠に輝きました。３月１３日に
は同委員会委員長の小山みなみさん、副委員長の宮下沙紀
さんと田澤昂太さんなどが市役所を訪れ、受賞の報告をし
ました。この作品を制作したのは、小山さんと宮下さんが
２年生の夏休みにオーストラリアへホームステイした時の
現地の水不足問題がきっかけでした。６月には東京で世界
大会が開かれ、日本代表として出場します。

　第３２回全日本マスターズスキー選手権栂池大会（３月１２
日～１４日）に湯の丸スキークラブに所属する９名の皆さん

の出場が決まり、
２月２９日、代表の
７名が市役所を訪
れ、出場報告をし
ました。大会では
全国から集まった
トップレベルの選
手に混じり、９名
の皆さんも健闘し
ました。

全日本マスターズスキー選手権出場
　２月２３日、総合福祉センターで精神保健福祉講演会が行
われました。「あなたは『こころ』が聴けますか？～働く
人のメンタルヘルス～」と題し、講師の「こころのフリー

スペース　ぴーぷ
る」（諏訪市）所
長の濱幸男さんは
「普段と様子が違
うと気づいたら、
その人の話を聴く
ことが大切です」
と話していました。

精神福祉講演会

東御市観光協会ホームページアドレス　http://www.tomikan.jp/
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▼
３
月
は
各
学
校
で
卒
業
式
が
、
会

社
な
ど
で
は
退
職
さ
れ
る
方
々
の
送

別
が
行
わ
れ
る
な
ど
別
れ
の
多
い
季

節
で
し
た
。
私
も
市
内
の
小
中
学
校

の
卒
業
式
に
伺
い
ま
し
た
。
自
分
の

時
の
こ
と
は
も
う　

年
以
上
も
前
の

２０

こ
と
な
の
で
、
あ
ま
り
記
憶
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に
学
校
生
活
を

過
ご
し
た
仲
間
や
先
生
、
後
輩
と
握

手
を
交
わ
し
、
記
念
写
真
を
撮
る
と

い
う
場
面
に
、
私
も
思
わ
ず
胸
が
熱

く
な
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
卒
業

生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
▼
市
報
と
う
み
を
担

当
し
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
毎
号
、

毎
号
が
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し

た
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
広
報
紙
と
し
て
情
報
発
信
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
４
月
号
か
ら
は
新
た
な
連
載
が
始

ま
り
ま
す
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
▼

桜
の
開
花
予
想
が
発
表
さ
れ
、
春
の

足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
日
増

し
に
暖
か
く
な
る
屋
外
へ
、
春
を
探

し
に
出
掛
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編
集
後
記

世帯数

11,386世帯（＋１）

総人口

32,062人（－８）

男 15,731人 （－12）

女 16,331人 （＋４）

（３月１日現在）

人の動き

転入  95人（＋１）

転出  80人（－１８）

出生  18人（＋１）

死亡  41人（＋１４）

 ※カッコは２月対比

　

木
猿
を
は
じ
め
、
幸
村
に
仕
え
る 
近 
き
ん 
習 
の
多
く
は
、
た
だ
者

じ
ゅ
う

で
は
な
い
。 

早
足 
、

は
や
あ
し
 

忍 
し
の
び 
技 
、 

本
草
薬 
な
ど
の
特
殊
技
術
を
身
に

わ
ざ 

ほ
ん
ぞ
う
が
く

つ
け
た
異
能
の
者
た
ち
で
あ
る
。

　

上
信
越
国
境
一
帯
に
勢
力
を
の
ば
す
真
田
氏
は
、
山
伏
や
禰�

津
の
ノ
ノ
ウ

�

�

�

�

�

の
ご
と
き 
呪 
じ
ゅ 
術 
者
集
団
を
手
足
の
ご
と
く
使
い
、

じ
ゅ
つ

敵
方
の
情
報
収
集
や
後
方 
撹
乱 
に
あ
た
ら
せ
た
。』

か
く
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
・
・
・
は
筆
者
注
）

　

こ
れ
は
、
来
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

「
天
地
人
」
の
原
作
（
火
坂
雅
志
）
の
一
節
で
あ
る
。

　

祢
津
の
ノ
ノ
ウ

�

�

�

�

�

�

と
い
え
ば『
日
本
一
の
巫
女
村　

祢
津
』（「
日

本
巫
女
史
」
中
山
太
郎
著
）
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
巫

女
で
あ
る
。

　

ド
ラ
マ
の
中
で
祢
津
の
ノ
ノ
ウ
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
の
か
深
い
関
心
と
期
待
が
持
た
れ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
、
こ
の
際
、
み
ん
な
で
祢
津
の
ノ
ノ
ウ

�

�

�

�

�

�

に
つ
い
て
考
え

て
み
る
の
も
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
つ
い
て
の
理
解
の
参
考
に

も
な
ろ
う
と
思
い
、
連
載
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。　
　

（
Ｙ
）

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

『
信
州 
上  
田 
か
ら
、 

越  
後 
の 
春  
日  
山 
へ
向
か
っ
て
道
が
の
び

う
え 

だ 

え
ち 

ご 

か
す 

が 

や
ま

て
い
る
。
― 
北  
国 
街
道
で
あ
る
。
こ
の
道
を
整
備
し
た
の
は
、

ほ
っ 
こ
く

 
上  
杉  
謙  
信 
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

う
え 
す
ぎ 
け
ん 
し
ん

　
　

―
（
中
略
）
―

　

真
夏
の
炎
天
下
―
―
。
そ
の
北
国
街
道
を
、
北
へ
向
か
っ
て

す
す
む
騎
馬
の
一
団
が
い
た
。
上
杉
家
へ
人
質
と
し
て
お
も
む

く 
真  
田  
幸
村 
と
そ
の
供
の
者
た
ち
で
あ
る
。

さ
な 

だ 

ゆ
き
む
ら

　
　

―
（
中
略
）
―

　

「
幸
村
さ
ま
も
、
お
ひ
と
つ
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
す
」

　

後
か
ら
つ
い
て
き
た 
木  
猿 
が
幸
村
の
ほ
う
に
腕
を
の
ば
し
た
。

き 

ざ
る

　

「
何
だ
？
」

　

「
す
も
も
」

　

「
ど
こ
か
ら
取
っ
て
き
た
」

　

「
道
端
に 
生 
っ
て
お
り
ま
し
た
」

な

　
　

―
（
中
略
）
―

　

２
０
０
９
年
１
月
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
「 
天 
て
ん

 
地  
人 
」（
火
坂
雅
志
原
作
）の
放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。「
天

ち 

じ
ん

地
人
」
は
出
羽
米
沢
藩
の
初
代
藩
主 
上
杉  
景
勝 
に
仕
え
た

う
え
す
ぎ 
か
げ
か
つ

 
直  
江  
兼
続 
が
主
人
公
で
、
原
作
の
中
に
は
、
当
市
に
も
関

な
お 

え 

か
ね
つ
ぐ

係
の
あ
る
祢
津
村
の
「
歩
き 
巫  
女 
」
が
度
々
登
場
し
、
若

み 

こ

き
日
の 
兼
続 
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

か
ね
つ
ぐ

　

そ
こ
で
、
大
河
ド
ラ
マ
放
送
を
前
に
、
郷
土
の
歴
史
に

触
れ
、
来
年
放
送
の
「
天
地
人
」
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
の
連
載
に
あ
た
っ
て
は
、
祢
津
地
区

活
性
化
研
究
委
員
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

  
日
本
一
の 
巫  
女 
村   
祢  
津 

み 

こ 

ね 

つ


